
８月 21 日に開催される庄原市戦没者追悼式・
平和祈念式典に向け、合唱の練習をする口北小
学校の児童の皆さん。（関連記事６～ 11 ページ）
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庄原市制施行
10周年
記念特集

vol.5

農林業振興の10年

１　農業振興の取り組み

後
継
者
不
足
な
ど
の
課
題
を
抱
え

て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

　

平
成
17
年
の
合
併
当
時
、
６
０

７
３
戸
だ
っ
た
本
市
の
総
農
家
戸

数
は
、
５
年
後
の
平
成
22
年
に
は

５
４
４
９
戸
ま
で
減
少
し
、少
子
・

高
齢
化
な
ど
に
よ
っ
て
農
業
の
担

い
手
不
足
が
深
刻
化
し
て
き
ま
し

た
。

　

こ
れ
を
解
消
す
る
た
め
市
は
、

平
成
21
年
度
か
ら
24
年
度
ま
で
の

間
、「
庄
原
市
農
業
後
継
者
育
成

事
業
奨
励
金
」
と
し
て
、
市
内
で

新
た
に
農
業
専
業
経
営
を
目
指
す

農
家
の
後
継
者
６
人
に
対
し
、
営

農
研
修
を
行
う
た
め
の
奨
励
金
を

交
付
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
24
年
度
か
ら
は
「
庄
原

市
新
規
就
農
者
総
合
支
援
事
業
」

と
し
て
、
国
の
支
援
制
度
を
含
め

た
新
た
な
総
合
支
援
事
業
制
度
を

創
設
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

26
年
度
ま
で
の
間
に
17
人
の
新
規

就
農
を
目
指
す
人
や
新
規
就
農
後

の
人
に
対
し
、
研
修
・
施
設
機
械

整
備
・
経
営
の
安
定
化
・
就
農
の

定
着
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
段
階
別
に

必
要
な
支
援
を
行
う
こ
と
で
、
新

規
就
農
者
の
農
業
経
営
の
安
定
化

を
図
り
ま
し
た
。

　

近
年
、
就
農
に
関
す
る
相
談
件

数
は
年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

合
併
当
時
の
新
規
就
農
者
数
は
年

間
３
人
程
度
で
し
た
が
、
合
併
か

農
業
自
立
振
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

庄
原
市
の
基
幹
産
業
は
農
業
で

す
。
市
は
、
継
続
的
・
安
定
的
な

収
入
を
得
る
こ
と
の
で
き
る
農
業

の
再
構
築
を
目
指
し
、
平
成
18
年

度
か
ら
庄
原
市
農
業
自
立
振
興
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。

　

主
な
取
り
組
み
と
し
て
は
、
営

農
意
欲
を
持
ち
、
販
売
を
目
的
に

農
畜
産
業
に
取
り
組
む
農
業
者
を

ら
10
年
が
経
過
し
た
今
、
年
間
10

人
程
度
が
就
農
し
、
合
併
以
後
43

人
が
新
規
就
農
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
持
続
的
な
農
業
振
興
を

行
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
担
い
手

の
育
成
・
確
保
が
必
須
で
あ
り
、

農
業
関
連
学
校
の
生
徒
や
Ｕ
Ｊ
Ⅰ

タ
ー
ン
に
よ
る
新
規
就
農
希
望
者

を
含
め
、
新
た
な
担
い
手
に
対
し

て
関
係
機
関
が
一
体
と
な
っ
て
支

援
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

こ
だ
わ
り
米
の
推
進

　

県
内
有
数
の
米
ど
こ
ろ
の
本
市

で
、
日
本
人
の
主
食
で
あ
る
米
の

安
全
安
心
を
守
っ
て
い
く
こ
と
は

非
常
に
大
切
で
す
。

　
「
こ
だ
わ
り
米
産
地
育
成
モ
デ

ル
事
業
」
は
、
庄
原
産
米
の
ブ
ラ

ン
ド
化
を
め
ざ
す
た
め
、
低
農
薬
・

低
化
学
肥
料
に
よ
る
安
全
安
心
な

米
づ
く
り
を
基
本
に
し
、
特
色
あ

る
栽
培
を
行
う
「
こ
だ
わ
り
米
」

を
地
域
に
広
め
て
い
く
取
り
組
み

を
支
援
す
る
も
の
で
す
。

　

平
成
24
年
度
か
ら
補
助
事
業
と

し
て
取
り
組
み
、
こ
れ
ま
で
３
団

体
が
採
択
を
受
け
て
い
ま
す
。
そ

れ
ぞ
れ
、
竹
堆
肥
な
ど
を
使
っ
た

土
づ
く
り
に
こ
だ
わ
り
、
米
を
独

自
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
販
売
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
食
味
コ
ン
ク
ー
ル
や
米

商
談
会
な
ど
に
参
加
し
、
ブ
ラ
ン

ド
米
を
Ｐ
Ｒ
す
る
な
ど
し
て
、
地

域
農
業
所
得
の
向
上
を
め
ざ
し
た

取
り
組
み
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
に
は
、
事
業
採
択

を
受
け
た
３
団
体
が
庄
原
市
ブ
ラ

ン
ド
米
推
進
協
議
会
を
設
立
。
東

京
の
米
商
談
会
な
ど
に
参
加
し
、

知
名
度
向
上
と
販
売
促
進
を
図
っ

て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
取
り
組
み

が
広
が
る
こ
と
で
庄
原
産
米
の
さ

ら
な
る
躍
進
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

支
援
す
る
「
庄
原
市
が
ん
ば
る
農

業
支
援
事
業
」、
農
業
者
か
ら
の

営
農
相
談
に
市
独
自
の
営
農
指
導

員
を
設
置
し
対
応
す
る
「
営
農
指

導
力
強
化
事
業
」、
将
来
を
担
う

子
ど
も
た
ち
に
食
農
教
育
を
実
施

す
る
小
・
中
学
校
へ
支
援
を
行
う

「
食
農
教
育
モ
デ
ル
事
業
」、
農
業

法
人
の
育
成
を
支
援
す
る
「
農
業

法
人
育
成
事
業
」、
和
牛
増
頭
へ

の
取
り
組
み
を
行
う
「
和
牛
振
興

対
策
事
業
」
な
ど
を
実
施
し
て
き

ま
し
た
。

　

特
に
「
庄
原
市
が
ん
ば
る
農

業
支
援
事
業
」
で
は
、
平
成
20

年
度
か
ら
７
年
間
で
３
０
１
件

６
３
７
５
万
５
千
円
の
補
助
金
を

交
付
し
、
営
農
意
欲
の
あ
る
小
規

模
農
家
や
認
定
農
業
者
を
支
援
す

る
こ
と
で
、
産
直
市
で
の
販
売
促

進
や
担
い
手
の
育
成
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
に

よ
り
農
業
所
得
10
％
ア
ッ
プ
の
目

標
を
達
成
す
る
農
業
者
も
増
え
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｊ
Ａ
庄
原
や
広
島
県
な

ど
の
関
係
機
関
と
連
携
強
化
を

進
め
、
農
業
法
人
や
企
業
参
入
な

ど
に
よ
る
夏
秋
イ
チ
ゴ
の
生
産
や

キ
ャ
ベ
ツ
団
地
の
形
成
な
ど
、
新

た
な
形
で
の
農
業
生
産
も
進
ん
で

い
ま
す
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
本
年
度

を
最
終
年
度
と
し
、
事
業
の
見
直

し
な
ど
を
行
い
、
平
成
24
年
３
月

策
定
の
庄
原
市
農
業
振
興
計
画
と

あ
わ
せ
、
本
市
の
農
業
振
興
の
さ

ら
な
る
発
展
に
向
け
、
平
成
28
年

３
月
に
は
新
た
に
策
定
す
る
庄
原

市
農
業
振
興
計
画
へ
引
き
継
ぎ
ま

す
。

新
規
就
農
者
を
支
援

　　

県
内
一
の
農
業
算
出
額
を
誇
る

本
市
。一
方
で
、農
業
者
の
高
齢
化
・

板 倉　 孝 さん市 川 基 矩 さん

専業農家庄原市ブランド米推進協議会
会長

　米とホウレンソウの複合経営を
しています。ホウレンソウは祖父
の代から作り続け、現在パイプハ
ウス５棟で栽培しています。平成
25 年度に庄原市がんばる農業支援事業を活用して、高温
障害の防止機能や防虫ネット、パイプ強度を高めたパイプ
ハウス１棟（６ｍ× 30 ｍ）を導入しました。
　かなり経費がかかりましたが、この補助事業で３分の１
の補助をいただけたので助かりました。また、この事業を
申請する際には営農計画の記載が必要ですので、今後の自
分の経営を検討する良い機会にもなりました。
　現在、認定農業者取得に向けた準備をしていますが、こ
れが認められれば、より有利な補助が受けられますので、
ハウスだけでなくホウレンソウの栽培・収穫などに必要な
機械などの導入も検討し、作付面積を増やしていきたいと
思っています。

　山内地域で取り組んでいるブラ
ンド米「里山の夢」が高い評価を
いただく中で、東京や大阪などの
大都市に売り込みにいきました

が、一地域の取り組みだけでは他県産のものには太刀打ち
できないと強く感じたところです。
　そうした思いから、山内だけの取り組みにとどまるので
はなく、市内全体でブランド米作りが広まることが重要と
いう認識のもとで、昨年度、庄原市ブランド米推進協議会
を立ち上げました。
　ブランド米は ”安全安心でおいしい米 ”であることが大
前提です。それには土づくりが何よりも大切です。山内で
培った知識や技術を惜しみなく他の地域にも公開し、山内
方式が広がっていけば、庄原市の米の評価はさらに上がる
と思います。そしてそれをしっかりＰＲしていくことが大
切です。各関係機関がしっかり手を携えて、日本一のブラ
ンド米を目指す気概で取り組むことが必要だと思います。

合併から10年を振り返るシリーズ。
今月は農林業振興をテーマにお届
けします。

１

２３

１_ ブランド米づくりに取り組む山内自治
振興区の皆さん／２_ 食農教育モデル事
業／３._ 竹堆肥づくり
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県
内
最
大
の
和
牛
産
地

　

和
牛
振
興
で
は
、
市
や
関
係
機

関
が
協
力
し
、
技
術
的
な
支
援
に

加
え
、
継
続
的
な
飼
養
や
増
頭
を

め
ざ
し
た
支
援
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。

　

合
併
当
時
、
市
内
の
和
牛
繁
殖

農
家
は
約
４
８
０
戸
で
、
約
１
９

０
０
頭
の
和
牛
が
飼
育
さ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
現
在
で
は
２
５
６

戸
、
約
１
４
０
０
頭
と
な
っ
て
い

ま
す
。
全
国
的
に
も
飼
養
者
の
高

齢
化
な
ど
に
よ
る
廃
業
が
増
加
す

る
中
、
５
割
近
い
戸
数
が
減
少
し

た
一
方
で
、
頭
数
は
３
割
弱
の
減

山
の
機
能
を
取
り
戻
す

　

森
林
に
は
水
を
き
れ
い
に
し
た

り
、
災
害
を
防
い
だ
り
す
る
環
境

保
全
の
機
能
と
、
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ

を
中
心
と
し
た
木
材
生
産
の
機
能

が
あ
り
ま
す
。

　

本
市
の
森
林
面
積
は
10
万
４
７

１
５
㌶
あ
り
、
広
島
県
全
体
の
森

林
面
積
の
約
17
％
を
占
め
て
い
ま

す
。
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
の
人
工
林
が

多
く
存
在
し
、
森
林
資
源
と
し
て

利
用
で
き
る
木
材
が
伐
採
時
期
を

迎
え
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
国
産
材
の
需
要
減
少

や
原
木
価
格
が
低
迷
す
る
中
で
、

伐
採
時
期
の
延
期
や
手
入
れ
の
遅

れ
て
い
る
森
林
が
増
え
る
な
ど
、

林
業
を
取
り
巻
く
状
況
は
依
然
と

し
て
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
の
中
、
森
林
資

源
を
よ
り
効
率
的
に
供
給
す
る
基

盤
づ
く
り
と
し
て
、
広
島
県
、
市
、

森
林
組
合
が
連
携
し
、
路
網
の
整

備
や
団
地
化
に
よ
る
一
体
的
な
森

林
整
備
な
ど
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
手
入
れ
の
遅
れ
て
い

る
森
林
を
整
備
す
る
た
め
、
平
成

19
年
度
か
ら
「
ひ
ろ
し
ま
の
森
づ

く
り
事
業
」
に
よ
り
、
ス
ギ
や
ヒ

ノ
キ
の
間
伐
、
集
落
に
隣
接
す
る

里
山
林
や
竹
林
の
手
入
れ
を
実
施
。

毎
年
約
３
０
０
㌶
の
森
林
が
市
内

各
地
で
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

山
林
資
源
を
有
効
活
用

　

山
本
来
の
姿
に
戻
す
に
は
、
木

材
の
有
効
利
用
も
欠
か
せ
ま
せ

ん
。

　

市
は
公
共
建
築
物
の
木
造
化
・

木
質
化
を
進
め
、
庄
原
中
学
校
や

東
城
小
学
校
、
庄
原
・
高
野
保
育

所
、
道
の
駅
た
か
の
な
ど
の
建
物

に
は
、
庄
原
市
産
材
が
使
用
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
22
年
４
月
に
稼
動

し
た
「
森
の
ペ
レ
ッ
ト
工
場
」
で

製
造
さ
れ
た
木
質
ペ
レ
ッ
ト
が
、

市
内
14
の
公
共
施
設
に
導
入
さ
れ

た
ペ
レ
ッ
ト
ボ
イ
ラ
ー
の
燃
料
と

し
て
使
用
さ
れ
て
お
り
、
庄
原
市

産
材
を
生
か
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

地
産
地
消
も
進
ん
で
い
ま
す
。

　

昨
年
か
ら
は
、
新
た
な
動
き
と

し
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
間
伐
材

な
ど
を
「
木
の
駅
」
に
運
び
出
し
、

地
域
通
貨
に
よ
る
木
材
の
買
い
取

り
と
商
店
で
の
利
用
で
、
資
源
活

用
と
経
済
循
環
が
生
ま
れ
る
「
木

の
駅
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
、
東
城

地
域
で
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
森
林
の
持
つ
環
境
保

全
の
機
能
と
効
率
的
な
木
材
生
産

の
機
能
が
十
分
に
発
揮
さ
れ
る
よ

う
、
循
環
可
能
な
森
林
づ
く
り
が

求
め
ら
れ
ま
す
。

統
を
受
け
継
ぐ
和
牛
肉
で
、
取
り

扱
い
店
舗
で
の
売
り
上
げ
も
増
加

す
る
な
ど
、
各
方
面
か
ら
大
き
な

反
響
を
呼
ん
で
い
ま
す
。

　

あ
わ
せ
て
、
供
給
頭
数
の
増
加

に
向
け
た
支
援
や
、
ブ
ラ
ン
ド
和

牛
の
生
産
基
盤
と
な
る
母
牛
群
の

増
頭
対
策
を
強
化
し
て
お
り
、
県

内
最
大
の
和
牛
産
地
で
あ
る
庄
原

を
次
世
代
へ
伝
承
で
き
る
基
盤
の

確
立
を
め
ざ
し
、
着
実
に
取
り
組

み
を
進
め
て
い
ま
す
。

め
に
こ
の
地
を
訪
れ
た
そ
う
で
す
。

「
比
婆
牛
」
は
こ
う
し
て
全
国
に
広

が
り
、
日
本
の
和
牛
改
良
に
大
き

な
貢
献
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　

昭
和
30
年
代
に
入
り
、
和
牛
の

役
割
が
農
耕
用
か
ら
肉
用
に
転
換

さ
れ
て
か
ら
も
、「
比
婆
牛
」
は
、

但
馬
の
牛
と
の
計
画
的
な
交
配
を

行
う
こ
と
で
、
大
幅
に
そ
の
資
質

を
向
上
さ
せ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
昭
和
61
年
に
広
島
県

内
で
統
一
し
た
種
牛
づ
く
り
が
始

ま
り
、
以
降
、
県
産
和
牛
肉
の
ブ

ラ
ン
ド
名
称
も
「
広
島
牛
」
が
用

い
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
近
年
で
は
、
広
島
牛

の
全
国
的
な
知
名
度
は
失
わ
れ
つ

つ
あ
り
、
ま
た
全
国
的
に
も
和
牛

血
統
の
似
通
い
が
急
激
に
進
ん
だ

こ
と
か
ら
、
地
域
の
伝
統
・
歴
史

を
受
け
継
ぐ
特
徴
の
あ
る
和
牛
づ

く
り
が
強
く
求
め
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
状
況
の
中
、
地
域
の

特
色
を
生
か
し
た
和
牛
振
興
に
向

け
、
産
地
庄
原
の
新
た
な
挑
戦
が

始
ま
り
ま
し
た
。

　

関
係
者
の
協
力
に
よ
り
、
昨
年

７
月
に
ブ
ラ
ン
ド
振
興
組
織
「
あ

づ
ま
蔓
振
興
会
」
が
設
立
し
、
和

牛
肉
「
比
婆
牛
」
ブ
ラ
ン
ド
の
認

証
・
販
売
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
「
比
婆
牛
」
は
、「
岩
倉
蔓
」
を

祖
に
改
良
さ
れ
て
き
た
歴
史
・
伝

少
に
留
ま
っ
て
お
り
、
県
内
最
大

の
和
牛
産
地
の
座
を
維
持
し
て
い

ま
す
。

比
婆
牛
ブ
ラ
ン
ド
の
復
活

　

か
つ
て
の
比
婆
庄
原
地
域
は
、

日
本
最
古
の
４
大
蔓つ

る
う
し牛
の
ひ
と
つ

「
岩い

わ
く
ら
つ
る

倉
蔓
」
を
も
と
に
し
た
集
団

的
・
計
画
的
な
和
牛
改
良
が
進
め

ら
れ
、
優
秀
な
和
牛
の
産
地
と
し

て
広
く
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
和
牛
は
「
比
婆
牛
」

と
呼
ば
れ
、
遠
方
か
ら
多
く
の
畜

産
家
が
比
婆
牛
を
買
い
求
め
る
た

木 村 英 宗 さん表　  良 則 さん

庄原和牛改良組合 副組合長
（あづま蔓振興会事業推進委員長）

東城木の駅実行委員会
委員長

　これまで子牛価格の低迷が続
き、畜産業界も厳しい状況にあ
りましたが、比婆牛ブランドの取
り組みによって、盛り返してきた
と感じています。この取り組みで、子牛の市場価格が上昇
に転じ、現在、比婆牛の子牛価格は安定しています。
　また、食に対する安全が求められる中で、消費者も地産
地消という地元志向が強まり、比婆牛の安全性の評価につ
ながっている部分もあると思います。
　こうした評価の中で比婆牛への期待は高まっています
し、生産者の意欲は上がっていると思います。実際に比婆
牛素牛は着実に増えてきています。
　しかしながら、供給の面では需要に追いついていない現
状があります。数を少しずつ増やしていくことを目標に掲
げながら、こうした比婆牛への関心が高まっている今、比
婆牛を含めた和牛振興の取り組みを、関係機関が一丸と
なって進めていく必要があると思います。

　木の駅プロジェクトも昨年８
月のスタートから１年が経ちまし
たが、手応えを感じています。

　 　スタート以来順調に進み、出
荷登録者数も昨年のスタート時より20人増えて91人、本
年も600トンの計画のうちすでに約260トンが出荷され、
このままいけば目標の600トンを超えると予想しています。
　また、加盟店舗も設立当初の59店舗から78店舗に増
え、この事業に参加するメリットを感じていただいていま
す。ぜひこの取り組みが、市内全体へ広がりを持つような、
そういった方向に向いてほしいという思いがあります。
　そのためにはリーダー役が必要だと思います。東城地域
では、この取り組みをスタートする際に７つの自治振興区
が一緒に取り組んだことが強みになりましたので、自治振
興区はその役割を担えると思います。振興区で進めること
で、より事業の浸透も図られていくと思いますし、市の支
援も受けやすくなると思います。

１_ 比婆牛素牛の初せりの様 子（Ｈ
26.7）／２_ 比婆牛ブランドの和牛肉販
売（Ｈ 26.7 ～）／３._ ひろしまの森づ
くり事業で市内各地の森林整備が進む

（Ｈ19.5 ～）／４_ 東城木の駅プロジェ
クトスタート（Ｈ 26.8 ～）

２　和牛振興の取り組み３　林業振興の取り組み

４

３

２

１
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～あの日の実相を伝え継ぐ～ 

特
集７０年目の

争
や
被
爆
を
体
験
し
て
い
な
い
世

代
に
、
平
和
を
当
た
り
前
に
感
じ
、

あ
り
が
た
さ
を
感
じ
て
い
な
い
人

が
増
え
て
い
る
こ
と
。
だ
か
ら
こ

そ
、
自
分
た
ち
の
よ
う
な
活
動
の

必
要
性
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　
「
広
島
に
い
て
も
被
爆
の
こ
と
を

知
ら
な
い
と
い
う
方
が
実
際
に
い

ま
す
。
そ
ん
な
人
も
私
た
ち
の
朗

読
を
聞
い
て
涙
を
流
し
、
聞
い
て

よ
か
っ
た
と
言
っ
て
く
れ
る
方
も

い
ま
す
。
当
時
広
島
で
何
が
あ
っ

た
の
か
、
あ
り
の
ま
ま
を
伝
え
続

け
て
い
く
こ
と
で
、
何
か
を
感
じ

て
も
ら
え
た
ら
」。

　

被
爆
か
ら
70
年
と
い
う
節
目
が

重
な
っ
た
今
年
、
会
の
活
動
を
振

り
返
り
改
め
て
心
に
誓
う
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
平
和
の
大
切
さ
、
核

廃
絶
の
願
い
を
、
平
和
な
未
来
を

つ
く
る
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
た
い
。

そ
の
思
い
を
胸
に
、
精
一
杯
の
活

動
を
続
け
て
い
く
決
意
で
す
。

　
「
子
ど
も
の
頃
に
な
か
な
か
理

解
が
で
き
な
く
て
も
、
私
た
ち
が

伝
え
た
い
こ
と
が
何
だ
っ
た
の
か

を
成
長
し
た
と
き
に
感
じ
て
く
れ

れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
微
力
で

す
が
で
き
る
限
り
続
け
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
核
兵
器
の
非
人

間
性
と
戦
争
の
悲
惨
さ
を
後
世
に

確
実
に
伝
え
る
た
め
に
」。

口
和
本
の
会
は
、
被
爆
体
験

記
を
朗
読
す
る
活
動
を
続

け
て
今
年
で
10
年
目
。
こ
れ
ま
で

市
内
の
各
小
中
学
校
や
自
治
会
、

イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
毎
年
５
カ
所
以

上
招
か
れ
、
被
爆
者
の
体
験
を
語

り
、
命
の
尊
さ
を
伝
え
続
け
て
き

ま
し
た
。

　
「
被
爆
で
本
当
に
苦
し
ん
だ
方

は
、
あ
の
体
験
を
語
ろ
う
に
も
胸

が
詰
ま
り
、
と
て
も
語
る
こ
と
な

ど
で
き
な
い
ん
で
す
。
そ
う
い
っ

た
方
々
の
声
に
な
ら
な
い
言
葉
を
、

私
た
ち
が
伝
え
て
い
か
な
け
れ
ば

い
け
ま
せ
ん
」。
そ
う
い
っ
た
強
い

思
い
で
活
動
し
て
き
た
３
人
。

　

今
、
危
機
感
を
募
ら
せ
て
い
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
戦

　

日
本
の
総
人
口
約
１
億
２
７
０
７
万
人
の
う
ち
70
歳
以
上
の
方
は
約
２
３
８
３
万
人
（
平
成
26
年
９
月

15
日
現
在
・
総
務
省
報
道
資
料
）、
割
合
に
し
て
18
・
７
％
で
す
。
単
純
に
見
て
、
日
本
人
の
約
８
割
が

戦
争
を
知
ら
な
い
計
算
に
な
り
ま
す
。

　

戦
時
を
知
る
人
が
刻
一
刻
と
少
な
く
な
っ
て
い
く
な
か
、
戦
争
・
被
爆
体
験
を
語
り
継
ぐ
こ
と
が
大
き

な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
、
ど
ん
な
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

　

市
は
７
月
９
日
、
人
権
啓
発
セ
ミ
ナ
ー
（
平
和
セ
ミ
ナ
ー
）
を
開
催
。

被
爆
体
験
伝
承
者
の
藤
本
敏
恵
さ
ん
が
、「
語
り
継
が
れ
る
被
爆
体
験
～

戦
後
70
年
の
今
、
あ
の
日
の
出
来
事
を
伝
え
る
た
め
に
～
」
と
題
し
、
被

爆
者
梶か

じ
も
と
よ
し
こ

本
淑
子
さ
ん
の
実
体
験
と
思
い
を
語
り
ま
し
た
。

「
８
月
６
日
８
時
15
分
、
広
島

市
に
原
子
爆
弾
が
投
下

さ
れ
、
町
は
一
瞬
に
し
て
破
壊
さ

れ
ま
し
た
―
」。
ス
ク
リ
ー
ン
に
映

し
出
さ
れ
た
“
き
の
こ
雲
”
の
ス

ラ
イ
ド
写
真
を
前
に
、
藤
本
敏
恵

さ
ん
は
静
か
に
語
り
だ
し
ま
し
た
。

　

兄
、
叔
母
を
原
爆
で
亡
く
し
、

両
親
も
被
爆
し
て
い
る
藤
本
さ

ん
。
高
校
生
の
頃
か
ら
“
被
爆
二

世
”
を
自
覚
し
始
め
た
と
い
い
ま

す
。
藤
本
さ
ん
は
導
か
れ
る
よ
う

に
、
広
島
平
和
記
念
資
料
館
で
解

説
な
ど
を
行
う
ピ
ー
ス
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
な
ど
の
活
動
に
も
関
わ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
を
通
じ
て
感
じ
て
い

る
こ
と
が
、
言
葉
で
伝
え
る
こ
と

の
難
し
さ
で
す
。“
瓦
の
下
敷
き

に
な
っ
た
人
々
が
い
た
”
と
説
明

し
て
も
、
瓦
が
ど
ん
な
も
の
か
分

か
ら
な
い
と
い
う
子
ど
も
が
増
え

て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
、
音
や
に

お
い
、
声
な
ど
は
言
葉
で
は
表
現

し
き
れ
な
い
の
だ
と
い
い
ま
す
。

そ
れ
で
も
藤
本
さ
ん
は
、
声
で
伝

え
る
と
い
う
こ
と
が
重
要
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。「
難
し
い
こ
と
で

す
が
、
相
手
の
顔
を
見
て
声
で
伝

え
る
こ
と
で
、
心
に
響
く
も
の
が

あ
る
と
思
い
ま
す
」。

　

そ
の
思
い
が
こ
の
日
の
語
り
に

も
表
れ
て
い
ま
す
。「
町
の
至
る

所
か
ら
た
く
さ
ん
の
人
が
逃
げ
て

き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
見
か
け
た

中
学
生
ら
し
き
男
の
子
は
、
ち
ぎ

れ
た
片
腕
を
抱
き
、
体
中
や
け
ど

だ
ら
け
で
梶
本
さ
ん
の
前
で
力
尽

き
た
そ
う
で
す
―
」。
写
真
に
合

わ
せ
て
、
ゆ
っ
く
り
と
丁
寧
な
語

り
口
で
来
場
者
を
引
き
込
む
藤
本

さ
ん
。

　

終
了
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は

「
真
に
迫
る
お
話
は
心
に
響
く
も

の
で
し
た
。
被
爆
の
実
情
は
ず
っ

と
次
世
代
に
伝
え
継
い
で
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
し

た
。
自
分
の
子
ど
も
に
も
平
和
の

尊
さ
を
伝
え
て
い
き
た
い
」
と
い

う
声
な
ど
、
ほ
と
ん
ど
の
人
が
聞

い
て
よ
か
っ
た
、
関
心
が
深
ま
っ

た
と
回
答
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
関
心
を
持
つ
こ
と
が

何
よ
り
大
切
だ
と
藤
本
さ
ん
は
呼

び
か
け
ま
す
。「
こ
れ
か
ら
を
生

き
る
若
い
人
に
、
戦
争
も
核
兵
器

も
な
い
平
和
な
世
の
中
を
生
き
て

い
っ
て
ほ
し
い
と
心
か
ら
願
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
私
た
ち
は

何
が
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。
い
ろ

い
ろ
な
方
法
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。
ま
ず
は
関
心
を
も
っ
て
く
だ

さ
い
。
原
爆
と
は
ど
ん
な
に
恐
ろ

し
い
も
の
か
、
平
和
と
は
ど
ん
な

に
幸
せ
で
あ
る
も
の
な
の
か
を

知
っ
て
く
だ
さ
い
。
そ
こ
か
ら
自

分
の
周
り
の
人
へ
知
っ
た
こ
と
を

伝
え
て
く
だ
さ
い
。
よ
り
多
く
の

人
が
事
実
を
知
る
こ
と
が
、
核
兵

器
根
絶
、
平
和
へ
の
第
一
歩
に
な

る
と
思
い
ま
す
」。

被爆・終戦から 70 年。
生きながらえた人は、夏が来るたびに地獄のようだった当時のことを思
い出すといいます。
戦争・被爆の苦しみは今も消えません。
世界では今もなお多くの紛争が起き、多くの尊い命が失われています。
この節目に、改めて命と平和の尊さについて考えます。

左から岩瀧朋子さん、花本
弘子さん、川崎弘子さん

６月 30 日、東城文化ホールで行わ
れた被爆ピアノコンサートに招かれ
朗読する口和本の会の皆さん。

夏
語
り
継
ぐ

人
た
ち
が
い
ま
す

プロフィール
１９４８年生まれ。北広島町出身。兄と叔
母を原爆で亡くし、両親も被爆。平和祈念
資料館を訪れる人々へ展示資料の解説など
を行う、ピースボランティアの活動を経て、
本年４月から被爆体験の伝承活動を開始。
被爆者の梶本淑子さんの被爆体験と反核平
和の意志を伝えるため、日々精力的な活動
を行っている。

一
人
一
人
が
関
心
を
持
っ
て
ほ
し
い

そ
し
て
自
分
の
で
き
る
方
法
で

平
和
を
訴
え
る
声
を
広
め
て
ほ
し
い

核の惨禍と戦争の悲惨さを後世に
確実に伝えるために語り続けます

藤 本 敏 恵 さん

被爆体験記を朗読
して 10 年
口和本の会

ふじもと・としえ
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實藤宏二さん
（社会福祉法人さくら学園）

　若い世代がヒロシマの思いや被爆の歴史を
もっと多くの人につなげていけたらという気
持ちで走りました。トーチを渡すときに、み
んなでつないでいるんだという気持ちになり
ました。僕らは戦時の当事者ではありません
が、そういった歴史を知り、つなげていく責
任があると思います。

平田陸人くん（４年）
　今でも世界では、内戦な
どで関係のない人たちがた
くさん犠牲になっていま
す。今回の話を聞いて、被
爆された人は自分たちが思
った以上に平和への思いが
強いことが分かりました。

戦争はしてはいけない、平和はとても大切な
ものだと強く思いました。

美古登小学校  校長　和田眞理子さん
　４年生の国語科の教材「一つの花」の授業
では、教材文の読み取りと読書を並行し、平
和に対する思いを広げるよう取り組みました。
また、学校生活の中では、友達の気持ちに寄り
添い、思いや悩みに気づいたり共有したりし
てみんなで解決していくことが平和への第一
歩と考えます。実体験に基づく今回のお話は、

子どもたちにとって、平和の尊さや家族・友達・古里への愛を
実感する貴重な機会となりました。

佐々木伸行さん
（備北交通株式会社）

　戦後 70 年という節目の年ということで、
自分たちができることから始めていくという
思いのもと走りました。数多くのランナーが
広島県全域を巡っていて、その１人として走
れたことがうれしいです。反戦反核を願って
次のランナーにトーチを渡しました。

　Interview

　Interview

今
、
被
爆
者
団
体
は
岐
路
に

立
た
さ
れ
て
い
ま
す
。
高

齢
化
と
会
員
減
少
に
よ
っ
て
、
組

織
維
持
が
で
き
な
く
な
っ
て
き
て

い
る
か
ら
で
す
。

　

今
年
で
結
成
59
年
目
を
迎
え
た

西
城
町
原
爆
被
爆
者
友
の
会
。
結

成
し
た
昭
和
31
年
当
時
、
会
員
は

約
４
５
０
人
い
ま
し
た
が
、
今
年

１
０
２
人
に
ま
で
減
少
し
ま
し

た
。
思
う
よ
う
な
活
動
が
で
き
ず

負
担
も
増
す
ば
か
り
の
現
状
に
、

こ
れ
以
上
は
限
界
と
判
断
し
た
同

会
は
、
本
年
７
月
16
日
の
総
会
で

解
散
す
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

　

会
長
の
竹
下
敦
さ
ん
は
「
解
散

の
危
機
は
以
前
か
ら
あ
り
ま
し
た

が
、
被
爆
70
年
ま
で
は
頑
張
ろ
う

と
や
っ
て
き
ま
し
た
。
全
国
に
あ

る
被
爆
者
団
体
の
存
続
も
時
間
の

問
題
で
す
。
実
際
に
活
動
で
き
て

い
る
の
は
広
島
と
長
崎
し
か
な
い

状
況
。
残
念
で
な
ら
な
い
」
と
声

を
震
わ
せ
ま
す
。「
戦
争
の
悲
惨

さ
、
原
爆
の
恐
ろ
し
さ
を
伝
え
る

責
任
が
あ
る
」
と
語
り
、
活
動
を

続
け
て
き
た
竹
下
さ
ん
も
84
歳
。

か
つ
て
の
よ
う
な
元
気
は
な
く

な
っ
た
と
言
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
被
爆
体
験
を
語
り
継

が
な
い
と
い
け
な
い
と
い
う
思
い

は
今
も
変
わ
り
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

副
会
長
の
下
田
一
三
さ
ん
も

「
精
神
的
に
も
肉
体
的
に
も
苦
し

ん
で
生
き
て
き
た
な
か
で
、
70
年

本
当
に
よ
く
生
き
た
と
自
分
で
も

思
う
。
解
散
は
寂
し
い
が
、
会
が

な
く
な
っ
て
も
核
兵
器
は
絶
対
な

美
古
登
小
学
校
の
４
年
生
が

７
月
14
日
、
竹
下
さ
ん
か

ら
被
爆
体
験
を
聞
き
ま
し
た
。

　

8
月
6
日
の
登
校
日
に
は
、
児

童
会
が
主
催
し
て
、
自
分
た
ち
の

学
び
を
お
互
い
に
伝
え
合
っ
た

り
、
折
鶴
を
折
っ
た
り
し
て
、
平

和
に
対
す
る
思
い
を
重
ね
て
い
ま

す
。

く
す
と
い
う
思
い
で
こ
れ
か
ら
も

活
動
し
て
き
た
い
。
平
和
の
た
め

に
力
を
尽
く
し
た
い
」
と
目
を
潤

ま
せ
ま
す
。

　

そ
う
し
た
思
い
の
中
で
同
会

は
、
解
散
前
の
最
後
の
取
り
組

み
と
し
て
、
同
会
が
昭
和
55
年

に
発
刊
し
て
い
た
被
爆
体
験
記

「
夾き

ょ
う
ち
く
と
う

竹
桃
」
を
復
刻
さ
せ
ま
し
た
。

　
「
１
人
で
も
多
く
の
人
に
被
爆

の
実
態
を
知
っ
て
も
ら
え
る
き
っ

か
け
に
な
れ
ば
」
と
強
く
願
っ
て

い
ま
す
。

原
子
爆
弾
が
投
下
さ
れ
た
唯

一
の
国
ニ
ッ
ポ
ン
。
ヒ
ロ

シ
マ
、
ナ
ガ
サ
キ
の
体
験
を
風
化

さ
せ
て
は
な
ら
な
い
―
。

　

核
の
な
い
平
和
な
社
会
実
現
の

た
め
に
昭
和
57
年（
１
９
８
２
年
）

か
ら
始
ま
っ
た
「
反
核
平
和
の
火

リ
レ
ー
」。
平
和
公
園
に
燃
え
続

け
る
「
平
和
の
灯
」
を
ト
ー
チ
に

と
も
し
、
毎
年
県
内
全
市
町
を
多

く
の
人
が
走
り
継
い
で
い
ま
す
。

　

今
年
は
７
月
１
日
～
24
日
に
か

け
て
行
わ
れ
、
13
日
・
14
日
に
は

庄
原
市
内
を
通
過
。
こ
の
２
日
間

で
市
内
56
区
間
を
94
人
で
走
り
継

ぎ
ま
し
た
。

　

現
在
も
全
世
界
で
１
万
発
以
上

の
核
弾
頭
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
も
し
、
こ
の
核
が
使
わ
れ

た
ら
何
が
起
き
る
の
か
想
像
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
こ
と
を

知
っ
て
も
ら
う
、
そ
し
て
み
ん
な

に
考
え
て
も
ら
う
こ
と
が
大
切
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
取

り
組
み
は
小
さ
い
も
の
で
す
が
、

核
廃
絶
に
向
け
て
こ
れ
か
ら
も
継

続
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

◀
は
だ
し
の
ゲ
ン
の
一
場
面

（
原
画
の
写
し
）

作者  中沢啓治さんの妻
ミサヨさんからメッセージ
　
　原爆、そして戦争というものは言葉で伝えるこ
と、そして言葉を聴いて理解することは難しいも
のだと思います。ましてや子どもたちに言葉で伝
えたとしても、その悲惨さ、恐ろしさはなかなか
理解できるものではないと思います。
　そんな中、夫は皆が知らなかった原爆の恐ろ
しさ、悲惨さを言うなれば漫画の１コマで表現し
ました。子どもから大人までひと目見て理解でき
る戦争の恐ろしさを描くのが夫の生涯の目的でし
たので、この漫画が描けて本当によかったと語っ
ていました。
　はだしのゲンは約 40 年近くの間、たくさんの
世代に読まれています。これからも、はだしのゲ
ンを通じて戦争の悲惨さ、恐ろしさが子どもたち
に伝わり、平和な世界をつくることができる若者
が育ってくれることを願っています。

戦
争
の
悲
惨
さ
と

原
爆
の
恐
ろ
し
さ
を
伝
え
る

漫
画は

だ
し
の
ゲ
ン

竹 下    敦 さん

福 

本 

敬 

夫 

さ
ん

広
島
県
青
年
女
性
平
和
友
好
祭

庄
原
地
区
実
行
委
員
会　

委
員
長

平
和
へ
の

思
い
を
つ
な
ぐ

７月 16 日に行われた西城町原爆被
爆者友の会の最後の総会。多くの報
道機関が取材に訪れ、解散を報じた。

復
刻
し
た
被
爆
体
験
記
「
夾
竹
桃
」。

西
城
支
所
・
市
立
図
書
館
で
見
る
こ
と

が
で
き
る

竹下さんの話を真剣に聞く児童の皆さん

西
城
町
原
爆
被
爆
者
友
の
会

語り継ぐ　走り継ぐ　ヒロシマの心

反核平和の火リレー

たけした・あつし
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東城小学校　児童会長
高浦好花さん（６年）
　世界中の人に東城という
小さな町を知ってもらいた
いです。お通りがずっと続
いているように、世界も平
和になってほしいです。

東城小学校  校長　西田早苗さん
　お通りという伝統行事が続いているのは、平
和だからこそ。そのことを子どもたちにも伝え
ていきます。お通りが続くことで平和がつなが
っていく。平和というテーマは大きいですが、
子どもたちは地域を愛する気持ちで取り組んで
くれました。

　Interview

取
り
組
み
で
、
庄
原
市
か
ら
は
東

城
小
学
校
が
唯
一
参
加
し
て
い
ま

す
。

　

絵
の
題
材
に
し
た
の
は
、
東
城

の
伝
統
行
事
「
お
通
り
」。
６
年

生
が
案
を
出
し
合
っ
て
決
め
ま
し

た
。
図
柄
は
５
枚
の
布
を
縫
い
合

わ
せ
た
５
メ
ー
ト
ル
四
方
の
布

に
、
母ほ

ろ衣
を
身
に
付
け
た
少
女
を

大
き
く
描
き
、
周
囲
に
は
東
城
の

四
季
や
雄
橋
な
ど
を
配
置
し
て

い
ま
す
。
作
成
に
は
全
校
児
童

２
５
７
人
が
関
わ
り
、
母
衣
は
み

ん
な
の
手
形
を
つ
け
て
表
現
し
て

い
ま
す
。
約
２
カ
月
か
け
て
完
成

さ
せ
ま
し
た
。

　
「
平
和
と
い
う
テ
ー
マ
は
大
き

い
で
す
が
、
ま
ず
は
自
分
た
ち
の

地
域
を
愛
す
る
気
持
ち
が
大
切
で

す
。東
城
を
象
徴
す
る
お
通
り
が
、

皆
さ
ん
は
、
２
０
２
０
年
開

催
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

で
掲
げ
ら
れ
る
と
い
う
「
世
界
一

大
き
な
絵
」
を
制
作
す
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
世
界

の
子
ど
も
た
ち
が
国
や
宗
教
・
人

種
を
越
え
て
一
枚
の
「
世
界
一
大

き
な
絵
」を
完
成
さ
せ
る
こ
と
で
、

共
通
の
喜
び
を
分
か
ち
合
い
、
世

界
平
和
に
対
す
る
意
識
を
育
て
る

こ
と
を
目
的
に
進
め
ら
れ
て
い
る

庄
原
市
は
、
戦
没
者
の
慰
霊

と
恒
久
平
和
の
願
い
を
込

め
た
式
典
を
毎
月
８
月
に
開
催
し

て
い
ま
す
。
こ
の
式
典
で
は
、
歴

史
認
識
や
平
和
学
習
の
機
会
を
多

く
の
人
に
広
く
提
供
し
た
い
と
い

う
思
い
か
ら
、
小
学
生
に
よ
る
平

和
の
歌
の
合
唱
や
学
生
に
よ
る
吹

奏
楽
の
演
奏
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

今
年
合
唱
す
る
の
は
口
北
小
学

校
の
全
校
児
童
39
人
。
５
月
中
旬

ご
ろ
か
ら
練
習
を
積
み
重
ね
て
い

ま
す
。
披
露
す
る
曲
は
「
ふ
る
さ

と
」
と
「
小
さ
な
勇
気
」
の
２
曲
。

平
和
を
願
い
、
気
持
ち
を
ひ
と
つ

に
心
を
込
め
て
歌
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
郷
土
を
愛
す
る
気

持
ち
に
結
び
付
い
て
い
て
、
完
成

し
た
絵
か
ら
も
そ
の
気
持
ち
が
伝

わ
っ
て
き
ま
す
」
と
話
す
の
は
西

田
早
苗
校
長
。
絵
を
縫
い
合
わ
せ

る
作
業
で
は
６
年
生
の
保
護
者
の

協
力
も
あ
り
、「
こ
の
取
り
組
み

で
み
ん
な
が
ひ
と
つ
に
な
れ
た
」

と
喜
び
ま
す
。

　

絵
は
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

進
め
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ア
ー

ス
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
・
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
（
東
京
都
）
に
送
ら
れ
、

世
界
各
地
の
絵
と
縫
合
さ
れ
た

後
、
８
月
10
日
に
広
島
グ
リ
ー
ン

ア
リ
ー
ナ
で
披
露
さ
れ
ま
す
。
そ

し
て
２
０
２
０
年
ま
で
に
、
さ
ら

に
多
く
の
絵
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
て

完
成
さ
せ
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

で
披
露
さ
れ
ま
す
。

　本市の戦没者に哀悼の意を表すとともに、再
び戦争の惨禍を繰り返すことのないよう、恒久
平和を祈念するため、庄原市戦没者追悼式並び
に平和祈念式典を開催します。
　多くの皆さんの参加をお願いします。（申し
込みは不要です。）
とき：８月 21 日㈮ 10 時～
ところ：庄原市民会館
※当日は要約筆記による案内に加え、イントラ
ネットでの中継も行いますので、各学校、自治
振興センターなどでもご覧になれます。
※各支所から送迎バスを運行します。利用希望
の方は８月 13 日㈭までに各支所に申し込んで
ください。（定員に限りがありますので、ご希
望に添えない場合はご了承ください。）

【問い合わせ】
社会福祉課障害者福祉係☎ 0824-73-1210
各支所市民生活室

※８月 31 日（月）～９月４日（金）市役所市
民ホールで、恒久平和を祈念して、「折鶴」や「戦
時中の写真などの資料」などを展示します。市
役所へお越しの際はぜひご覧ください。

郷土を愛する心が世界平和を願う心を育む
東城小学校が取り組んだ「世界一大きな絵」

児童一人一人の手形で母衣を描く。布の縫合は 6
年生の保護者が協力した。

戦
没
者
へ
の
追
悼

平
和
へ
の
願
い
―

庄原市戦没者追悼式
並びに平和祈念式典

平成27年度

口北小学校  校長　久保眞理子さん
　小さな学校ということもあり、大き
い舞台で披露することが少ないので、
子どもたちにはいい経験になると思い
ます。こうした機会に参加することで、
一人一人が平和について考えるきっか
けになると思います。

口北小学校
児童会長　熊谷優花さん（６年）
　自分たちの歌で平和になることを願
い、練習を重ねています。当日は私た
ちの気持ちが届くように、心を込めて
歌いたいと思います。

庄原市戦没者遺族会
会長　井澤聖昭さん
　あの戦争から 70 年。この間日本が平
和だったのは、戦争の犠牲となった人
がいるおかげであることを忘れないで
ください。そして、戦後、犠牲者の意
志を継ぎ、必死に日本のために尽くし

てきた人のことも忘れてはいけません。
　戦没者追悼式では多くの年代の方々が参加できる式典
を開催する予定です。平和の尊さを認識するためにも、
ぜひ式典に参加してください。
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と　

き
：
10
月
３
日
㈯
・
４
日
㈰

と
こ
ろ
：
国
営
備
北
丘
陵
公
園
内

《
募
集
内
容
》

対
象
者
：
市
内
外
の
個
人
・
団
体
・
企

業出
展
作
品
：
シ
ョ
ー
ガ
ー
デ
ン
（
縦
１
・

８
ｍ
×
横
１
・
８
ｍ
×
奥
行
１
・
８
ｍ
）

出
展
者
補
助
：
出
展
1
作
品
ご
と
に

３
万
円

表
彰
：
ゴ
ー
ル
ド
メ
ダ
ル
・
石
原
和
幸

賞
な
ど
、
最
高
賞
金
額
６
万
円

申
し
込
み
方
法
：
申
し
込
み
用
紙
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
９
月
３
日
㈭
ま
で
に

事
務
局
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

講　

師
：
齊
木 

義
伸
さ
ん

と　

き
：
９
月
９
日
㈬

昼
の
部
14
時
～　

夜
の
部
18
時
30
分
～

と
こ
ろ
：
国
営
備
北
丘
陵
公
園
エ
ン
ト

ラ
ン
ス
セ
ン
タ
ー

《
募
集
内
容
》

対
象
者
：
市
内
の
店
舗
事
業
者(

個
人
・

団
体
問
わ
ず)

参
加
料
：
１
人
１
０
０
０
円(

入
園
料
・

材
料
費
含
む)

申
し
込
み
方
法
：
電
話
ま
た
は
メ
ー
ル

で
住
所
・
名
前
・
電
話
番
号
・
参
加
講

座
名
を
８
月
20
日
㈭
ま
で
に
事
務
局
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

現
在
、
児
童
扶
養
手
当
や
特
別
児
童
扶

養
手
当
を
受
け
て
い
る
方
（
所
得
制
限
で

受
け
て
い
な
い
方
を
含
む
）
は
、
必
要
書

類
や
印
鑑
な
ど
を
持
っ
て
、
受
付
期
間
中

に
児
童
福
祉
課
ま
た
は
各
支
所
市
民
生
活

室
で
現
況
届
の
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

　

期
間
内
に
手
続
き
を
し
な
い
と
、
８
月

分
以
降
の
手
当
が
差
し
止
め
ら
れ
る
ほ

か
、
２
年
間
手
続
き
を
し
な
い
と
受
給
権

が
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

受
け
付
け
期
間

○
児
童
扶
養
手
当

８
月
31
日
㈪
ま
で

○
特
別
児
童
扶
養
手
当

８
月
11
日
㈫
～
９
月
10
日
㈭

※
該
当
す
る
方
に
は
、
別
途
案
内
を
送
付

し
ま
す
。

受
け
付
け
窓
口
・
問
い
合
わ
せ

児
童
福
祉
課
児
童
福
祉
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
９
２

各
支
所
市
民
生
活
室 

（
西
城
支
所
は
、
し
あ
わ
せ
館
内
）

受
給
資
格

◎
児
童
扶
養
手
当

　
母
親
ま
た
は
父
親
の
み
で
養
育
し
て

い
る
ひ
と
り
親
家
庭
、
あ
る
い
は
父
ま

た
は
母
に
代
わ
っ
て
そ
の
子
ど
も
を
養

育
し
て
い
る
方
に
支
給
。
児
童
の
対
象

年
齢
は
、
18
歳
に
達
し
た
年
の
年
度
末

ま
で
。
た
だ
し
、
児
童
に
中
度
以
上
の

障
害
が
あ
る
場
合
は
20
歳
ま
で
。

◎
特
別
児
童
扶
養
手
当

　
精
神
ま
た
は
身
体
に
障
害
の
あ
る
20

歳
未
満
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
方
に

支
給
。

　
現
況
届
を
忘
れ
ず
に
！

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶
養
手
当

※
い
ず
れ
も
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

※
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

民泊型修学旅行の誘致を推進
商工観光課にぎわい観光係　☎ 0824-73-1179

民
泊
受
け
入
れ
家
庭
募
集
！

　

普
及
研
修
会
開
催
！

　
　

―
民
泊
と
は
何
か
？
受
け
入
れ
の

　
　
　
　

ノ
ウ
ハ
ウ
に
つ
い
て
学
ぶ
―

　

民
泊
型
修
学
旅
行
の
誘
致
に
よ
る
地
域
活

性
化
を
目
指
す「
庄
原
市
さ
と
や
ま
体
験
交
流

協
議
会
」で
は
、平
成
29
年
度
か
ら
の
本
格
的

な
民
泊
型
修
学
旅
行
の
受
け
入
れ
に
向
け
、民

泊
の
概
要
や
実
際
の
受
け
入
れ
手
順
に
つ
い

て
学
べ
る
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　

講
師
は
、体
験
型
教
育
旅
行
の
第
一
人
者
の

藤
澤
安
良
さ
ん
で
す
。楽
し
い
お
話
が
聞
け
ま

す
の
で
、民
泊
に
つ
い
て
よ
く
分
か
ら
な
い
と

い
う
方
も
ぜ
ひ
講
座
を
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、現
在
民
泊
受
け
入
れ
家
庭
を
募
集
し

て
い
ま
す
。平
成
26
年
度
末
で
、民
泊
受
け
入

れ
家
庭
の
登
録
数
は
１
１
２
軒
と
な
り
ま
し

た
が
、十
分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。本
年
度
の
目
標

登
録
軒
数
を
１
６
５
軒
と
し
、取
り
組
み
の
輪

を
広
げ
て
い
き
ま
す
。今
後
、説
明
会
な
ど
を

開
催
し
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

民
泊
普
及
研
修

と
き
／
９
月
18
日
㈮

■
昼
の
部　
14
時
～
16
時

会
場
／
庄
原
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

■
夜
の
部　
19
時
～
21
時

会
場
／
比
和
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー　
　

 
民
泊
実
践
研
修　

と
き
／
９
月
19
日
㈯

会
場
／
市
内
民
泊
家
庭

■
午
前
の
部　
10
時
～
12
時

■
午
後
の
部　
14
時
30
分
～
16
時
30
分

※
会
場
は
、申
し
込
み
が
あ
っ
た
方
に
別

途
ご
連
絡
し
ま
す
。　

申
し
込
み
方
法　
電
話・
フ
ァ
ッ
ク
ス
ま

た
は
メ
ー
ル
で
、
住
所・
名
前・
電
話
番

号・
参
加
講
座
名
を
９
月
３
日
㈭
ま
で
に

事
務
局
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　
庄
原
市
さ
と
や
ま
体
験
交

流
協
議
会
事
務
局
（
庄
原
市
観
光
協
会
）

☎ 

０
８
２
４
‐
75
‐
０
１
７
３

℻ 

０
８
２
４
‐
75
‐
０
１
７
２

メ
ー
ル kanko@

shobara.net

商工観光課にぎわい観光係
☎０８２４‐７３‐１１７９

シ
ョ
ー
ガ
ー
デ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
出
展
者
募
集
！

庄
原
さ
と
や
ま
ガ
ー
デ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
５

『
山
陰
・
山
陽
花
め
ぐ
り
ガ
ー
デ
ン
シ
ョ
ー
』

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
受
講
者
募
集
！

「
店
舗
を
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
で
飾
ろ
う
」

～
プ
ラ
ン
タ
ー
の
寄
せ
植
え
に
挑
戦
～

　

市
内
外
の
観
光
施

設
や
一
般
の
出
展
者

に
よ
る
シ
ョ
ー
ガ
ー

デ
ン
を
展
示
し
、

ガ
ー
デ
ン
シ
ョ
ー
と

来
場
者
参
加
型
の
コ

ン
テ
ス
ト
を
同
時
に

行
い
ま
す
。
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
者
に
は
賞

金
、
投
票
者
に
も
抽
選
で
景
品
が
当
た
る

チ
ャ
ン
ス
あ
り
！
観
て
、
参
加
し
て
楽
し

め
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　

市
内
の
店
舗
事
業

者
を
対
象
に
、
寄
せ

植
え
講
座
を
開
催
し

ま
す
。
店
舗
内
や
周

辺
を
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ

で
飾
り
ま
せ
ん
か
。

参
加
料
も
１
０
０
０

円
と
お
手
ご
ろ
で
す
。
店
先
か
ら
「
花
と

緑
の
ま
ち
・
庄
原
」
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
ょ
う
。

※
作
成
し
た
鉢
は
、
各
自
で
持
ち
帰
り
。

花
と
緑
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

　

庄
原
市
に
は
、広
大
な
花
畑
を
有
す
る
国

営
備
北
丘
陵
公
園
や
、個
人
庭
を
期
間
限
定

で
公
開
す
る
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
、国
定
公

園
な
ど
に
群
生
す
る
貴
重
な
山
野
草
な
ど
、

花
や
緑
の
観
光
資
源
が
豊
富
に
あ
り
ま
す
。

　

庄
原
観
光
い
ち
ば
ん
協
議
会
で
は
、こ
れ

ら
の
強
み
を
生
か
し
た
観
光
交
流
人
口
の
増

加
を
目
指
し
、昨
年
度
か
ら
花
と
緑
の
ま
ち

づ
く
り
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
は
、「
花
と
緑
の
ま
ち
・
庄
原
」を

花 と 緑 で 

笑顔あふれるまちに

広
く
Ｐ
Ｒ
す
る
「
庄
原
さ
と
や
ま
ガ
ー
デ
ン

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」や
、店
先
や
店
内
に
花
と

緑
を
増
や
す
「
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
」

な
ど
、市
民
参
加
型
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し

ま
す
。皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

※
庄
原
観
光
い
ち
ば
ん
協
議
会
と
は
、平
成
25
年
に

策
定
さ
れ
た
庄
原
市
観
光
振
興
計
画
を
オ
ー
ル
庄

原
で
進
め
、地
域
の
活
力
を
創
出
す
る
た
め
設
立
さ

れ
た
組
織
。観
光
振
興
事
業
の
連
携
を
図
る
ほ
か
、

専
門
部
会
を
設
置
し
、花
と
緑
の
ま
ち
づ
く
り
事
業

や
庄
原
市
の
逸
品
事
業
な
ど
に
取
り
組
む
。

問い合わせ　庄原観光いちばん協議会 花と緑のまちづくり部会（事務局:庄原市商工観光課にぎわい観光係）
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原動機付自転車などの
オリジナル
ナンバープレート
デザイン決定

●最優秀賞（採用作品）
　　伊藤ひかりさん（倉敷市在住）の作品

プレートデザインのモチーフは「上野公園」
作品のテーマは「私のふるさと」
上野池・弁天橋・桜を配置

21 3

　庄原市制施行 10 周年を記念して、市が交付する
原動機付自転車などのナンバープレートのオリジナ
ルデザインを募集したところ、総数で１６９作品の
応募がありました。たくさんのご応募、ありがとう
ございました。
　選考委員会の選考により最優秀賞（採用作品）１
点、優秀賞２点が決定しました。

オリジナルナンバープレートの交付
　10 月 13 日（火）から、税務課および各支所市民
生活室で交付を開始します。
　登録済みの車両も交換ができます。
○対象車種・交付枚数

（1）原付バイク（50cc 以下）　200 枚
（2）農耕用作業車　100 枚

○交付（登録または交換）に必要なもの
（1）所有者および届出者の印鑑
（2）車両情報（車名、車体番号、排気量、型式）
・交付する標識番号の指定はできません。
・新規登録車両の場合は、従来のナンバープレート
と選択できます。（その後の交換はできません）
・登録済み車両の場合は１回のみ交換できます。
・オリジナルナンバープレートへ交換する場合、標
識番号が変わり、自賠責保険などの変更手続きが必
要となることがあります。詳しくは、加入している
保険会社などへお問い合わせください。

問い合わせ
税務課資産税係　☎０８２４ ‐ ７３ ‐ １１４４

（
３
）申
込
受
付
期
間　

８
月
10
日
㈪
～
９
月
14
日
㈪

郵
送
の
場
合
は
９
月
14
日
㈪
消
印
有
効

●
試
験
の
方
法

　

試
験
は
第
１
次
試
験
～
第
３
次
試
験
と

し
、第
２
次
試
験
以
降
は
第
１
次
試
験
の
合

格
者
で
行
い
ま
す
。

【
第
１
次
試
験
】

試
験
日　

10
月
18
日
㈰
7
時
45
分
受
付
開
始

試
験
会
場　

庄
原
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

（
庄
原
市
西
本
町
四
丁
目
5
番
26
号
）

試
験
科
目　

教
養
試
験
、事
務
適
性
検
査
、作

文
試
験
、専
門
試
験
（
技
術
職
（
土
木
）の
み
）

【
第
２
次
試
験
】

試
験
日　

11
月
中
旬

試
験
内
容　

集
団
討
論
試
験

※
第
２
次
試
験
の
詳
細
は
、第
１
次
試
験
合

格
通
知
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
第
３
次
試
験
】

試
験
日　

 

12
月
上
旬

試
験
内
容　

個
別
面
接
試
験

※
第
３
次
試
験
の
詳
細
は
、第
２
次
試
験
合

格
通
知
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
採
用
予
定
年
月
日

平
成
28
年
４
月
１
日
採
用
予
定

■
問
い
合
わ
せ　

総
務
課
人
事
秘
書
係　

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
２
５

※
詳
し
く
は
、「
平
成
27
年
度
庄
原
市
職
員
採

用
試
験
案
内
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
申
込
手
続

（
１
）試
験
案
内
・
申
込
書
の
入
手
方
法

①
配
布
場
所

総
務
課
人
事
秘
書
係
、各
支
所
総
務
室

②
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.city.sho
bara.hiroshim

a.jp

）に
掲
載
中
の
試
験
案

内
か
ら
印
刷
し
て
く
だ
さ
い
。

③
郵
送
に
よ
る
請
求

庄
原
市
総
務
課
人
事
秘
書
係
（
〒
７
２
７
‐

８
５
０
１　

庄
原
市
中
本
町
一
丁
目
10
番
１

号
）宛
に
返
信
用
封
筒
を
同
封
し
て
ご
請
求

く
だ
さ
い
。

・	

総
務
課
人
事
秘
書
係
宛
の
封
筒
の
表
に
は

「
試
験
資
料
請
求
」と
朱
書
き
し
て
く
だ
さ
い
。

・
返
信
用
封
筒
（
角
形
２
号
：
縦
33
・
２
㎝
×

横
24
㎝
）に
宛
先
を
明
記
し
、１
２
０
円
切
手

を
貼
っ
て
く
だ
さ
い
。　

（
２
）提
出
書
類　

　

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、添
付
書

類
と
併
せ
て
総
務
課
人
事
秘
書
係
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。　

庄原市職員募集

●採用職種、採用予定人員および応募資格

職種 採用予定
人員 応募資格（※）

一般事務職 若干名 昭和63年４月２日から平成10年４月１
日までに生まれた人技術職（土木） 若干名

管理栄養士
(事務職) 若干名 昭和63年４月２日以降に生まれた人で、

管理栄養士の資格を有する人

保育士 若干名

平成２年４月２日以降に生まれた人で、
保育士の資格を有する人
または平成28年３月31日までにこの資
格を取得する見込みの人

※１受験者につき１職種しか受験できません。
※保育士職種は資格を取得する見込みの人も応募できますが、表中に記載する日
までに資格を取得することができない場合は、正式採用される資格を失います｡

職
場
レ
ポ
ー
ト
／
庄
原
市
の
未
来
を
一
緒
に
つ
く
り
ま
し
ょ
う
！

 仕事紹介
　園児の食事・排泄・睡眠・衣服の着脱などの
お世話をし、基本的な生活習慣が身に付くよう
自立に向けたサポートや、発達段階に適した遊
び（教育）を日々の保育に取り入れ、心と体の
発達を促しています。月々の行事では、伝統行
事の雰囲気や季節を感じながら、異年齢の交流
はもちろん、保護者・地域・小学校との交流が
深まるような楽しい内容を企画し進めています。

 受験する人へ一言
　自然豊かな庄原市で、温かい地域の方に見守
っていただきながら、自分の経験・知識・得意
なことを、私たちと一緒に保育の現場で発揮し
てみましょう♡

 仕事紹介
　庄原市に複数箇所ある汚水処理場と中継ポンプ、
汚水管渠（水路）の維持管理のほか、管渠の新設
や宅内排水設備の審査・検査などの業務を行って
います。老朽化した下水管の保全にかかる業務や、
個人宅の汚水接続など、ライフラインに直結した
仕事でもあることから、処理ができて「当たり前」
の施設を「当たり前」に維持管理することの難し
さを日々感じながら仕事をしています。

 受験する人へ一言
　「身近な誰か」の役に立てる土木を実践・体感で
きるのは、市役所職員だと思います。皆さんの学
んできた知識や技術力を庄原市で生かしてみませ
んか？豊かな自然と、温かな人に囲まれた庄原市
で、お待ちしています。

 仕事紹介
　主に総務課の予算管理など庶務事務や、自衛官募
集に関する事務を行っています。今年は、庄原市制施
行10 周年に当たり、10 月11 日に開催する記念式典
と庄原いちばん10th フェスティバル、その他補助金
に関する事務なども担当しています。また、総務課は
代表電話を各課へつなぐ役割もあるため、明るく、分
かりやすく、すばやい対応ができるよう心がけてい
ます。

 受験する人へ一言
　職員となり十数年経ちますが、毎日が勉強です。
『まち・地域づくり』とは関係なさそうな部署でも、必
ず『まち・地域づくり』につながっていると実感して
います。庄原市は自然豊かで地域行事も活発、楽しい
発見ができますので、ぜひ一緒に働きましょう！

荒
あ ら き

木　和
のどか

坂
さ か も と

本　望
のぞみ

井
い の う え

上　真
ま り

里
保育士

山内保育所
保育業務担当
平成12年４月採用

技術職(土木)

下水道課下水道係
処理場維持管理業務担当
平成19年４月採用

 一般事務職

総務課行政係
予算・庶務・自衛官募集業務担当
平成15年４月採用

自治振興区などを
通じた地域活動に
積極的に参画し、
市民との協働に努
める職員

組織のミッション
を理解し、それを
実現するための最
善の方法を導き出
せる職員

失敗を恐れずに
新たな課題に果
敢に挑戦してい
く職員

●市は次のような職員を求めています。

市

民

起

点

経

営

感

覚

自
律
と
創
造
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キッズ
ルーム

授乳室
倉庫

待合室2待合室1

テラス テラス テラス

待合室3

倉庫

祭
壇式場

遺族控室
（通夜室）

（80人規模）

式場部門玄関

式場ロビー

トイレ トイレ事
務
室

棺用玄関

霊安室

告別室兼
集骨室1

炉室
回
廊
の
間 光庭

和室 和室 和室

告別室兼
集骨室2

告別室兼
集骨室3

職員用
更衣室・トイレ

聖職者
控室

湯沸室

控室

控室
付
受

レ
イ
ト

レ
イ
ト
レ
イ
ト

レ
イ
ト

レ
イ
ト

火葬部門玄関
玄関車寄せ

口
用
通
場
式

策定
vol.4

現在の庄原市斎場市民生活課市民生活係 ☎ 0824-73-1154

庄原市斎場
再編整備計画

　現在、庄原市には７カ所の斎場を設置しています。
　しかし、年々老朽化が進み、特に庄原市斎場（一木
町）は昭和 50 年度に建築後、40 年が経過しています。
　こうした状況から市は、市内の斎場を統合し、市民

　いよいよ９月から国勢調査が始まります。
　この調査は、日本に住む全ての人を対象とした調査であり、
国の最も重要な調査です。調査結果は、企業や店舗、地方公共
団体などのほか、さまざまな機関で活用されます。
　これからの私たちの生活に大きく関わる大切な調査です。

今後、実施設計で内容が変更になる場合
があります。実施設計が完成しましたら
改めてお知らせします。

のニーズに合ったより良い施設を整備するため、庄原
市斎場再編整備計画を平成 26 年７月に策定しました。
　庄原市斎場については、本計画を基に平成 30 年度
中の完成を目指し、現在地での建替えを進めています。

●庄原市斎場の基本設計が完了しました

施設概要

　新しい庄原市斎場は、火
葬部門、待合部門、式場部門
で構成されます。火葬を行
うだけでなく、食事を行い
ながら休憩できる待合室、
通夜や葬儀を行うことがで
きる式場を併設した一体型
の施設を計画しています。

今後のスケジュール

平成 27 年度　建物実施設計、地質調査、用地買収
平成 28 年度　造成工事
平成 29 年度～ 30 年度　建物建築工事、火葬炉工事

斎場という重々しい雰囲気を無くし、周囲の景観に配慮し、高さを抑えた計画としています。

○式場イメージ図

○概観イメージ図

○平面計画

オ
ン
ラ
イ
ン
調
査
が
始
ま
り
ま
す

　

今
年
の
国
勢
調
査
か
ら
『
オ
ン
ラ
イ
ン
調

査
』
が
開
始
さ
れ
ま
す
。
従
来
の
用
紙
に
よ

る
調
査
に
加
え
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
回
答
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
調
査
は
、パ
ソ
コ
ン
・
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
か
ら
、
そ
の
場
で
簡
単
に
回
答
・

提
出
が
で
き
る
た
め
、
回
答
時
間
・
期
間
と

も
に
大
幅
に
短
縮
で
き
、
郵
送
・
手
渡
し
に

よ
る
提
出
の
手
間
が
な
く
な
る
こ
と
か
ら
、

普
段
家
を
空
け
る
こ
と
が
多
い
世
帯
で
も
容

易
に
回
答
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
調
査
で
回
答
が
な
か
っ
た
世

帯
は
、
従
来
ど
お
り
用
紙
に
記
入
し
て
回
答

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

調
査
項
目
が
変
わ
り
ま
し
た

　

前
回（
平
成
22
年
）の
国
勢
調
査
で
は
、【
世

帯
員
に
関
す
る
事
項
】
15
項
目
、【
世
帯
に

関
す
る
事
項
】
５
項
目
の
計
20
項
目
の
調
査

項
目
が
あ
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、今
回
の
調
査
で
は
、「
教
育
」「
住

宅
の
床
面
積
の
合
計
」「
一
週
間
の
仕
事
状

況
」
の
項
目
が
削
除
さ
れ
、【
世
帯
員
に
関

す
る
事
項
】13
項
目
、【
世
帯
に
関
す
る
事
項
】

４
項
目
の
計
17
項
目
と
な
り
ま
し
た
。（
下

記
）

　

ス
ム
ー
ズ
な
回
答
が
行
え
る
よ
う
、
世
帯

員
の
生
年
月
日
、
就
業
状
況
や
住
宅
に
つ
い

て
把
握
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ

情
報
政
策
課
情
報
政
策
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
１
３

●
調
査
項
目

【
世
帯
員
に
関
す
る
項
目
】13
項
目

・
氏
名

・
男
女
の
別

・
出
生
の
年
月

・
世
帯
主
と
の
続
柄

・
配
偶
者
の
有
無

・
国
籍

・
現
在
の
場
所
に
住
ん
で
い
る
期
間

・
５
年
前
の
居
住
地

・
就
業
状
態

・
所
属
の
事
業
所
の
名
称
お
よ
び
事
業
の
内
容
（
産
業
）

・
仕
事
の
種
類
（
勤
め
、自
営
な
ど
）

・
従
業
上
の
地
位

・
従
業
地
ま
た
は
通
学
地

【
世
帯
に
関
す
る
項
目
】４
項
目

・
世
帯
の
種
類
（
一
般
世
帯
、寮
生
、入
院
者
、入
所
者
な
ど
）

・
世
帯
員
の
数

・
住
居
の
種
類
（
持
ち
家
、賃
貸
住
宅
な
ど
）

・
住
宅
の
建
て
方
（
一
戸
建
、長
屋
建
な
ど
）

調査の流れ

①ＩＤ・パスワードの受け取り
調査員がオンライン回答に必要なＩＤ・パスワードを配布

②インターネットで回答③調査票の受け取り
オンライン回答がなかっ
た世帯に調査員が調査票
を配布

④調査票記入
配布された調査票に記入

調査員に
直接提出

または

９月10日～12日

９月20日まで９月26日～30日

10月上旬

回答完了

回答完了

提出用封筒に
入れて郵送

インターネットでの回答方法
①	調査員からＩＤ・パスワードを
受け取る（※）
②	回答用ホームページにＱＲコー
ド、ＵＲＬ入力でアクセス
③	ＩＤ・パスワードでログイン
④	画面の流れにそって回答
⑤回答完了

回答時間
約10分

※不在の場合は、ポストに投函させていただきます。

　国勢調査は、日本の未来を
つくるために必要な、大切な調査です。
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●シリーズ　障害を知り、共に生きる●

　

母子保健母子保健母子保健
コーナー

シ
リ
ー
ズ　

障
害
を
知
り
、共
に
生
き
る

　

今
月
は
「
肢
体
不
自
由
」

　
肢
体
不
自
由
と
は

　

上
肢（
腕
や
手
）、下
肢（
脚
）、体
幹（
筋
肉

を
含
む
胴
体
）の
ま
ひ
や
欠
損
な
ど
に
よ
り
、

日
常
生
活
動
作
や
姿
勢
の
維
持
な
ど
が
不
自

由
に
な
る
障
害
で
す
。障
害
の
部
位
や
程
度

に
は
個
人
差
が
あ
り
ま
す
。

　

障
害
の
原
因
は
さ
ま
ざ
ま
で
、事
故
や
病

気
に
よ
る
も
の
、脳
や
脊せ

き
ず
い髄
な
ど
の
神
経
の

損
傷
に
よ
る
も
の
、先
天
性
の
疾
患
に
よ
る

も
の
、関
節
な
ど
の
変
形
か
ら
な
る
も
の
な

ど
が
あ
り
ま
す
。脳
に
損
傷
を
受
け
た
場
合

に
は
、言
葉
の
不
自
由
さ
や
記
憶
力
の
低
下

な
ど
を
伴
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。肢
体
不
自

由
の
中
で
も
、脳
性
ま
ひ
、脊
髄
損
傷
、筋
ジ

ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
な
ど
で
全
身
に
障
害
が
及
ぶ

も
の
を
「
全
身
性
障
害
」と
い
い
ま
す
。

　
こ
ん
な
こ
と
に
困
っ
て
い
ま
す

○
歩
道
や
通
路
に
、十
分
な
ス
ペ
ー
ス
が
無

か
っ
た
り
、ち
ょ
っ
と
し
た
段
差
や
障
害
物

が
あ
っ
た
り
す
る
た
め
に
移
動
で
き
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

○
障
害
者
用
駐
車
場
ス
ペ
ー
ス
が
空
い
て
い
な

い
と
車
の
乗
降
が
難
し
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

○
手
指
や
手
・
腕
が
無
か
っ
た
り
、ま
ひ
が

あ
っ
た
り
す
る
人
は
、文
字
を
書
く
、お
金
を

扱
う
と
い
っ
た
細
か
な
手
先
の
作
業
が
難
し

い
面
が
あ
り
ま
す
。

○
脊
髄
損
傷
の
方
に
は
、感
覚
の
低
下
や
喪

失
、体
温
調
整
が
困
難
な
方
が
い
ま
す
。

○
脳
性
ま
ひ
の
方
の
中
に
は
、顔
や
手
足
な

ど
が
自
分
の
思
い
と
は
関
係
な
く
動
い
て
し

ま
う（
不
随
意
運
動
）た
め
、自
分
の
思
い
を

伝
え
に
く
い
方
も
い
ま
す
。

○
食
べ
る
こ
と
、飲
み
込
む
こ
と
が
困
難（
摂

食
嚥
下
障
害
）な
方
も
い
ま
す
。

　
こ
ん
な
配
慮
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
さ
り
げ
な
く
声
を
か
け
、ど
ん
な
手
助
け

が
必
要
か
気
軽
に
尋
ね
て
み
ま
し
ょ
う
。障

害
の
部
位
や
程
度
に
よ
り
、困
っ
て
い
る
こ

と
は
一
人
一
人
違
い
ま
す
。望
ま
れ
る
方
法

で
対
応
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

○
車
イ
ス
に
乗
っ
て
い
る
人
の
介
助
で
は
動

き
が
予
測
で
き
る
よ
う
、事
前
に
「
動
き
ま

す
」「
右
に
曲
が
り
ま
す
」な
ど
の
声
を
か
け

ま
し
ょ
う
。

○
必
要
な
方
以
外
は
、障
害
者
用
駐
車
場
ス

ペ
ー
ス
に
駐
車
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

○
言
葉
が
う
ま
く
話
せ
な
い
人
に
対
し
て
、

子
ど
も
に
対
す
る
よ
う
な
接
し
方
を
し
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。ま
た
、聞
き
取
り
に
く

い
場
合
は
、わ
か
っ
た
ふ
り
を
せ
ず
、内
容
を

確
認
し
ま
し
ょ
う
。

○
サ
ポ
ー
ト
に
は
、「
見
守
り
」と
い

う
間
接
的
な
対
応
も
あ
り

ま
す
。そ
の
人
の
ペ
ー

ス
で
、ゆ
っ
く

り
と
対
応
し

ま
し
ょ
う
。

vol.3

社
会
福
祉
課
障
害
者
福
祉
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
２
１
０

お
子
さ
ん
の
発
育
や
発
達
で　
　
　
　
　

　

気
に
な
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　　
「
体
重
が
気
に
な
る
」「
抱
き
に
く
い
」「
体

を
動
か
す
こ
と
が
苦
手
」「
よ
く
転
ぶ
」「
言

葉
が
な
か
な
か
増
え
な
い
」「
落
ち
着
き
が

な
い
よ
う
に
思
う
」「
子
ど
も
へ
の
関
わ
り

方
が
知
り
た
い
」
な
ど
、
お
子
さ
ん
の
こ
と

で
心
配
し
て
い
る
こ
と
や
気
に
な
っ
て
い
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

早
め
に
相
談
す
る
こ
と
で
、
発
育
や
発
達

を
促
す
ヒ
ン
ト
が
見
え
て
き
ま
す
。

　

専
門
家
が
、
子
育
て
す
る
上
で
の
困
り
事

や
不
安
な
こ
と
の
相
談
を
お
受
け
し
、
子
ど

も
へ
の
関
わ
り
方
の
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、
早
め
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

専
門
家
の
相
談
っ
て　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

ど
ん
な
も
の
が
あ
る
の
？

 

育
児
相
談

　

毎
月
、
各
地
域
で
育
児
相
談
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
保
健
師
・
助
産
師
・
栄
養
士
が
相

談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

 

乳
幼
児
健
診

　

６
～
８
か
月
児
健
診
、
１
歳
６
か
月
児
健

診
、２
歳
児
歯
科
健
診
、３
歳
児
健
診
を
行
っ

て
い
ま
す
。

 

幼
児
健
診
事
後
相
談

　

心
理
相
談
員
が
発
達
の
検
査
や
育
児
の
相

談
に
応
じ
ま
す
。

 

運
動
発
達
相
談

　

理
学
療
法
士
が
「
赤
ち
ゃ
ん
を
抱
き
に
く

い
」「
転
び
や
す
い
」「
姿
勢
が
悪
い
」
な
ど

の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

 

５
歳
（
年
中
児
）
相
談

　

心
理
相
談
員
が
、
就
学
に
向
け
て
行
動
や

言
葉
、
友
達
と
の
関
わ
り
な
ど
気
に
な
っ
て

い
る
こ
と
や
心
配
な
こ
と
の
相
談
に
応
じ
ま

す
。

　

そ
の
ほ
か
、
訪
問
や
電
話
相
談
に
も
応
じ

ま
す
。
母
乳
の
こ
と
、
離
乳
食
の
こ
と
、
育

児
の
こ
と
な
ど
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問　

保
健
医
療
課
健
康
推
進
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
２
５
５

ま
た
は
各
支
所
市
民
生
活
室

子
ど
も
の
健
診
・
相
談

保
健
医
療
課
健
康
推
進
係　

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
２
５
５

花
火
は
楽
し
く
安
全
に
！

　　

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
夏
の
身
近
な
風
物

詩
「
花
火
」。

　

し
か
し
、
気
軽
に
楽
し
め
る
花
火
の
原
料

は
火
薬
で
あ
り
、
取
扱
い
上
の
不
注
意
か
ら

毎
年
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

火
災
や
火
傷
な
ど
の
事
故
が
起
こ
ら
な
い

よ
う
十
分
注
意
し
、
夏
の
楽
し
い
思
い
出
に

し
ま
し
ょ
う
。

１　

花
火
に
書
い
て
あ
る
遊
び
方
を
よ
く
読

ん
で
、
必
ず
守
り
ま
し
ょ
う
。

２　

花
火
を
人
や
家
に
向
け
な
い
、
燃
え
や

す
い
も
の
が
あ
る
場
所
で
は
し
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。
特
に
、
衣
服
に
火
が
つ
か
な

い
よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

３　

風
の
強
い
日
は
花
火
で
遊
ば
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

４　

終
わ
っ
た
花
火
は
水
バ
ケ
ツ
を
用
意
し

て
、
完
全
に
消
火
し
ま
し
ょ
う
。

５　

子
ど
も
だ
け
で
な
く
、
大
人
と
一
緒
に

遊
び
ま
し
ょ
う
。

平
成
27
年
度

庄
原
市
総
合
防
災
訓
練
を

実
施
し
ま
す

　

災
害
か
ら
住
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
と

と
も
に
、
地
域
に
お
け
る
自
主
防
災
体
制
の

推
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
平
成
27
年
度

庄
原
市
総
合
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

　

訓
練
は
、
非
常
に
強
い
台
風
の
来
襲
に
よ

り
、
庄
原
市
で
記
録
的
短
時
間
大
雨
が
観
測

さ
れ
、
大
規
模
な
土
砂
災
害
が
発
生
し
た
と

想
定
し
、
市
、
西
城
自
治
振
興
区
、
庄
原
市

消
防
団
を
は
じ
め
、
各
関
係
機
関
が
協
力
し

て
10
種
目
の
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。
こ
の
訓

練
で
は
、
広
島
県
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
も
飛
来

し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
ご
参
観
く
だ
さ
い
。

と
き　

８
月
30
日
㈰

９
時
30
分
～
12
時
（
小
雨
決
行
）

※
当
日
の
気
象
状
況
な
ど
に
よ
り
、
中
止

さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

と
こ
ろ　

庄
原
市
西
城
町
大
佐

西
城
球
技
場
お
よ
び
周
辺
一
帯

庄
原
消
防
署

☎
０
８
２
４
‐
72
‐
９
９
１
１

庄原市に光がやってきます

その６

情
報
政
策
課
情
報
政
策
係　

☎
０
８
２
４‐73‐１
１
１
３

広
報
広
聴
係　

☎
０
８
２
４‐73‐１
１
５
９

住
民
告
知
端
末
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
！

　　

市
は
、
市
内
全
域
に
整
備
さ
れ
る
光
フ
ァ

イ
バ
ー
の
回
線
を
活
用
し
て
、
市
役
所
か
ら

緊
急
情
報
や
行
政
情
報
を
お
知
ら
せ
す
る
告

知
放
送
を
実
施
し
ま
す
。

　

現
在
、
平
成
27
年
度
に
光
フ
ァ
イ
バ
ー
が

整
備
さ
れ
る
エ
リ
ア
（
広
報
し
ょ
う
ば
ら
６
月

号
14
ペ
ー
ジ
の
表
参
照
）
の
住
民
・
事
業
所

な
ど
の
皆
さ
ん
に
は
、
説
明
会
を
開
催
す
る

な
ど
し
て
、
住
民
告
知
端
末
（
放
送
を
受
信

す
る
機
器
）
の
設
置
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

住
民
告
知
端
末
使
用
申
請
書
の
提
出
は

お
早
め
に
！

　

住
民
告
知
端
末
の
使
用
料
は
、
市
民
の
方

が
お
住
ま
い
の
家
屋
に
設
置
さ
れ
る
場
合
は

無
料
で
す
。（
市
内
に
所
在
す
る
事
業
所
・

団
体
も
同
様
）さ
ら
に
、光
フ
ァ
イ
バ
ー
ケ
ー

ブ
ル
の
引
き
込
み
や
初
期
の
設
定
な
ど
に
必

要
な
初
期
費
用
最
大
２
万
２
８
０
０
円
も
市

が
負
担
し
ま
す
。
た
だ
し
、
市
が
負
担
す
る

の
は
、
サ
ー
ビ
ス
開
始
か
ら
１
年
経
過
す
る

日
ま
で
に
住
民
告
知
端
末
使
用
申
請
書
を
提

出
し
た
場
合
と
な
り
ま
す
の
で
、
お
忘
れ
な

く
早
め
に
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

申
請
書
は
情
報
政
策
課
・
東
城
支
所
総
務

室
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
申
請
書
が
な
い

方
は
、
情
報
政
策
課
・
東
城
支
所
総
務
室
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
平
成
27
年
度
の
サ
ー
ビ
ス
開
始
時
期

○
庄
原
電
話
交
換
局
管
内
の
整
備
エ
リ
ア　

10
月
下
旬

○
東
城
電
話
交
換
局
管
内
の
整
備
エ
リ
ア　

11
月
下
旬

○
山
内
電
話
交
換
局
管
内
の
整
備
エ
リ
ア　

12
月
下
旬

庄
原
市
に
光
が
や
っ
て
き
ま
す

ど
う
も
何
か
忘
れ
と
る
気

が
す
る
ん
じ
ゃ
が
…

博
士
！
住
民
告
知
端
末
使
用

申
請
書
の
提
出
で
す
よ
！
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●高野少年野球

ご
ショット
な みま

まちづくりを進める市民活動登録団体
をご紹介します！

　特定非営利活動法人　資源をむだにしない生活を考える
　　　　　　　　　　　市民の会エコ燃料グループ

ご
ショッ

トな みま

がんばれ！

市 民 の ペ ー ジ

３歳までのお子さんの写真を募集
しています。写真（データも可）に、
名前（ふりがな）・生年月日・性別・
連絡先・子どもへのメッセージを
添えて、情報政策課または支所広
報担当まで申し込んでください。
郵送、メール（koho@city. shobara.
lg.jp）でも受け付けます。

お子さんの写真を
載せてみませんか？

父・母：心やさしく健

やかに、たくましく育

ってね。

松ま
つ
も
と本 

結ゆ

い衣
ち
ゃ
ん
（
上
谷
町
）

Ｈ
26
年
11
月
２
日
生
ま
れ

母：笑顔で皆を元気に
してくれる涼くん。こ
れからも元気に育って
ね。

岡お
か
も
と本　

涼り
ょ
う
す
け
輔
く
ん
（
三
日
市
町
）

Ｈ
26
年
７
月
14
日
生
ま
れ

父・母：おしゃべりが大

好きで笑顔のかわいい

華ちゃん。これからも楽

しいお話を聞かせてね。

武た
け
だ田　
　

華は
な

ち
ゃ
ん
（
新
庄
町
）

Ｈ
24
年
10
月
６
日
生
ま
れ

父：元気に生まれてきて
くれてありがとう。これ
からも瑛太の成長を見
守っています。

山や
ま
も
と本 

瑛え
い
た太

く
ん
（
新
庄
町
）

Ｈ
27
年
1
月
15
日
生
ま
れ

　高野少年野球は、小学２年生から６年生までの男子 19 人が在籍し、
週３回の練習を監督、コーチ、保護者一丸となって取り組んでいます。
６月までの公式戦では、あと１勝が遠く悔しい思いをしましたが、夏
から秋への大会は全力プレーで結果を出したいと思います。
　現在、練習試合を組んでいただけるチームを募集しています。気軽
に声を掛けてください。よろしくお願いします。
連絡先：事務局　石原豊年　☎ 0824-86-2484

市は市内で活動している市民活動団
体の登録制度をつくり広く公開して
います。
市民活動の充実、まちづくりの連携
や協働を進めるため情報をお届けし
ます。

西城町野菜生産協議会会長兼青ネギ部会部
会長。西城町出身。41歳。仙台の大学で7
年半勤め平成19年に帰郷。新しく建てた家
の１階を作業場にし、父のハウスで青ネギの
栽培を始める。祖母、おじ、母、妻、子３人
の８人家族。耕地面積は約50アール。

　廃食油を活用したバイオディーゼル燃料の製造活動により、
庄原市が推進する資源のリサイクル事業と協働しています。

【問い合わせ】	 事務局　☎0824-72-5129

市民活動団体登録をしませんか？
市は随時、登録を希望する市民活動団体を募集しています。
詳しくは、自治定住課自治まちづくり係（☎ 0824-73-1209）まで。

活 動
内 容

エコ燃料の製造およびリサイクル事業の協働など

西
に し の

野　実
みのる

さん（西城町） 生
活
の
た
め
の
農
業

必
要
十
分
の
庄
原
暮
ら
し

　

大
学
で
７
年
半
、
毎
日
遅
く
ま
で
働
い
て

い
た
西
野
さ
ん
。
家
族
と
一
緒
に
い
る
時
間

が
十
分
に
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
ん
な
時
、

父
が
営
ん
で
い
た
青
ネ
ギ
農
家
の
規
模
を
縮

小
し
よ
う
と
い
う
話
が
持
ち
上
が
り
ま
し
た
。

当
時
30
歳
過
ぎ
だ
っ
た
西
野
さ
ん
は
、「
今
な

ら
ま
だ
身
体
の
無
理
も
き
く
。
農
業
を
始
め

る
な
ら
若
い
う
ち
が
良
い
」
と
帰
郷
を
決
断
。

一
番
上
の
子
が
ま
だ
小
さ
く
、
転
校
な
ど
引

越
し
の
負
担
が
少
な
か
っ
た
こ
と
も
決
め
手

で
し
た
。

心
強
い
周
囲
の
サ
ポ
ー
ト

　

ス
ー
パ
ー
な
ど
で
見
る
ロ
ゴ
入
り
ビ
ニ
ー

ル
袋
の
ヒ
バ
ゴ
ン
ネ
ギ
は
、
西
城
町
野
菜
生

産
協
議
会
青
ネ
ギ
部
会
に
所
属
す
る
農
家

が
、
農
協
を
通
し
て
出
荷
す
る
土
耕
栽
培
の

Ａ
品
の
青
ネ
ギ
で
す
。
た
ま
に
病
気
や
害
虫

で
Ｂ
品
が
出
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
西
野

さ
ん
の
青
ネ
ギ
の
ほ
と
ん
ど
は
Ａ
品
で
す
。

　
「
就
農
時
、
父
の
技
術
指
導
を
先
入
観
無
く

受
け
る
た
め
に
、
本
な
ど
で
は
勉
強
し
ま
せ
ん

で
し
た
。
あ
る
程
度
慣
れ
て
か
ら
は
父
か
ら
受

け
継
い
だ
技
術
と
自
分
な
り
の
工
夫
で
試
行

錯
誤
し
て
い
ま
す
。
商
売
な
の
で
良
い
商
品
を

た
く
さ
ん
生
産
し
、
家
族
が
暮
ら
せ
る
だ
け
の

水
準
を
維
持
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」。

　

最
後
に
、
こ
れ
か
ら
Ｉ
・
Ｕ
タ
ー
ン
就
農

を
考
え
る
人
に
伝
え
た
い
こ
と
を
聞
く
と
、

「
農
業
経
営
を
始
め
る
な
ら
、
し
っ
か
り
し

た
計
画
と
準
備
が
必
要
で
す
。
や
る
こ
と
が

多
く
不
安
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
県
や
Ｊ
Ａ
、

地
域
の
生
産
者
な
ど
が
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ

ま
す
。
そ
れ
に
庄
原
市
に
は
頼
り
に
な
る
県

の
指
導
農
業
士
の
方
々
や
、
悩
み
を
共
有
で

き
る
ヤ
ン
グ
フ
ァ
ー
マ
ー
（
若
手
農
業
経
営

者
団
体
）
の
皆
さ
ん
が
い
ま
す
。
役
も
回
っ

て
き
ま
す
が
、
そ
の
分
み
ん
な
で
暮
ら
し
を

支
え
合
え
る
ん
で
す
よ
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

　

暮
ら
し
の
維
持
は
大
変
で
す
が
、
頼
り
に

な
る
先
輩
が
た
く
さ
ん
い
る
よ
う
で
す
ね
。

庄原市内の
かがやくひとを
紹介します

作業場には常時数人の作業員が出勤している

vol.２

　

帰
郷
し
て
２
年
間
は
父
の
指
導
を
受
け
、

３
年
目
か
ら
は
完
全
に
自
分
で
切
り
盛
り
す

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
早
寝
早
起
き
の
生

活
で
す
が
、
今
は
家
族
と
の
時
間
も
た
く
さ

ん
と
れ
、
子
ど
も
た
ち
も
豊
か
な
自
然
と
地

域
の
見
守
り
の
中
で
の
び
の
び
と
育
っ
て
い

ま
す
。

　
「
西
城
に
帰
っ
て
も
、
上
下
水
道
も
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
も
あ
り
、
通
販
な
ど
を
使
え
ば

買
い
物
も
特
に
困
ら
な
い
。
前
職
よ
り
収
入

は
減
り
ま
し
た
が
、
生
活
費
が
安
く
す
む
た

め
困
っ
て
い
ま
せ
ん
。
た
だ
、
飲
み
屋
が
少

な
い
の
が
難
点
で
す
け
ど
ね
」。
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皆さんは生活習慣病健診を受けていますか？
この健診は、生活習慣病に関連する異常を発見することを目的
としていますが、受けただけで満足していませんか？
今回は、この健診項目の中の血液検査に注目してみましょう。

h
e

a
lth

y
 c

o
lu

m
n

　

東
京
都
有
楽
町
の
ふ
る
さ
と
回

帰
支
援
セ
ン
タ
ー
で
７
月
18
日
、

「
ひ
ろ
し
ま
定
住
フ
ェ
ア
in
東
京
」

が
開
催
さ
れ
、
約
１
０
０
人
が
訪

れ
ま
し
た
。

　

庄
原
市
も
出
展
し
、
定
住
相
談

に
応
じ
た
ほ
か
、
地
域
お
こ
し
協

力
隊
員
の
高
林
直
樹
隊
員
が
、
庄

原
市
が
ど
こ
に
あ
り
、
ど
ん
な
と

こ
ろ
で
、
ど
の
よ
う
な
暮
ら
し
が

で
き
る
の
か
を
紹
介
。
高
林
隊
員

が
実
際
に
体
験
し
て
い
る
、
東
京

で
は
決
し
て
味
わ
う
こ
と
の
で
き

な
い
庄
原
の
快
適
な
暮
ら
し
を
紹

介
す
る
と
、
来
場
者
は
興
味
深
く

聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

自
治
定
住
課
で
は
、
今
後
も
都

市
部
で
開
催
さ
れ
る
定
住
フ
ェ
ア

に
出
展
し
、
庄
原
市
な
ら
で
は
の

暮
ら
し
の
魅
力
発
信
と
情
報
提
供

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

庄原市の魅力を都市部で発信
ひろしま定住フェア in 東京

自治
定住課

大舞台での活躍に期待
全国大会等出場者壮行式

生涯
学習課

　

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
部
門
で
国
際
大
会
・
全
国
大
会

な
ど
へ
出
場
す
る
選
手
の
壮
行
式
が
７
月
14
日
、
市

役
所
本
庁
舎
で
行
わ
れ
、
出
場
者
を
は
じ
め
関
係
者

や
家
族
な
ど
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

木
山
耕
三
市
長
と
堀
井
秀
昭
市
議
会
議
長
が
激
励

の
あ
い
さ
つ
を
行
い
、
出
場
者
に
祝
金
と
花
束
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

　

出
場
者
を
代
表
し
て
、
第
39
回
全
国
高
等
学
校
総

合
文
化
祭
滋
賀
大
会
へ
出
場
す
る
菅す

が
は
ら
ひ
ろ
た
か

原
大
嵩
さ
ん
が

決
意
表
明
を
述
べ
、
大
会
で
の
活
躍
を
誓
い
ま
し
た
。

　

出
場
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

出
場
者
（
敬
称
略
）

世
界
水
泳
選
手
権
大
会

８
月
２ 

日
～
９
日
・
ロ
シ
ア

●
競
泳
女
子
平
泳
ぎ

金
藤　

理
絵
（Jaked

・
山
内
町
）

全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
滋
賀
大
会

（
写
真
部
門
）

７ 

月
29
日
～
31
日
・
大
津
市

菅
原　

大
嵩
（
庄
原
格
致
高
３
年
）

服
部　

美
沙
（
庄
原
格
致
高
３
年
）

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
体
操
競

技
・
新
体
操
大
会

８
月
６
日
～
８
日
・
大
阪
市

●
新
体
操
（
男
子
団
体
競
技
）

角
田　

駿
介
（
三
次
高
１
年
・
西
城
町
）

全
国
高
等
学
校
定
時
制
通
信
制
体
育
大
会

●
陸
上
競
技
（
砲
丸
投
げ
）

８
月
12
日
～
15
日
・
東
京
都

大
掛　

恵
造

（
三
次
高
定
時
制
４
年
・
西
本
町
）

●
卓
球
女
子
個
人
戦

８
月
４
日
～
６
日
・
東
京
都

平
田　

美
咲

（
三
次
高
定
時
制
３
年
・
戸
郷
町
）

全
国
高
等
学
校
ラ
イ
フ
ル
射
撃
競
技
選

手
権
大
会

７
月
28
日
～
31
日
・
山
県
郡

●
ビ
ー
ム
・
ラ
イ
フ
ル
立
射
40
発
競
技

河
内　

幸
紀
（
西
城
紫
水
高
１
年
）

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
陸
上
競

技
大
会

７ 

月
29
日
～
８
月
２
日
・
和
歌
山
市

●
３
０
０
０
ｍ
Ｓ
Ｃ

山
口　

和
也
（
世
羅
高
３
年
・
西
城
町
）

Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ

プ
（
な
ぎ
な
た
）

７
月
18
日
～
19
日
・
長
崎
市

●
団
体
試
合
、
個
人
試
合
、
団
体
演
技

麻
田　

瑞
貴
（
西
城
中
１
年
）

稲
里　

孝
美
（
西
城
中
１
年
）

上
貝　

真
帆
（
西
城
中
１
年
）　　

Ｎ
Ｐ
Ｂ
ガ
ー
ル
ズ
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

２
０
１
５

８
月
８
日
～
13
日
・
さ
い
た
ま
市

●
軟
式
野
球
（
女
子
）

谷
本　
　

楓
（
東
城
小
６
年
）

全
日
本
少
年
少
女
空
手
道
選
手
権
大
会

８
月
８
日
～
９
日
・
東
京
都

●
小
学
５
年
女
子
個
人
組
手

新
井　
　

椿
（
庄
原
小
５
年
）

全
日
本
卓
球
選
手
権
大
会
（
ホ
ー
プ
ス
・

カ
ブ
・
バ
ン
ビ
の
部
）

７ 

月
24 

日
～
26
日
・
神
戸
市

●
カ
ブ
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
（
小
学
４
年

生
以
下
）

桑
原　
　

光
（
板
橋
小
４
年
）

●
バ
ン
ビ
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
（
小
学
２

年
生
以
下
）

桑
原　
　

照
（
板
橋
小
２
年
）

全
国
健
康
福
祉
祭
や
ま
ぐ
ち
大
会　

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
お
い
で
ま
せ
！
山
口

２
０
１
５

10
月
17
日
～
19
日
・
防
府
市

●
剣
道
（
団
体
戦
）

福
留　

正
敏
（
西
城
町
）　　
　
　

全
国
教
職
員
剣
道
大
会

８
月
９
日
・
京
都
市

●
団
体
戦

高
木　
　

保
（
東
城
町
）

〈
１
〉
糖
尿
病
（
空
腹
時
血
糖
・HbA1c

）

　

空
腹
時
血
糖
やH

bA
1c

（
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン

エ
イ
ワ
ン
シ
ー
）
は
、
糖
尿
病
発
見
の
手
掛

か
り
と
な
る
検
査
項
目
で
す
。
血
糖
と
は
血

液
中
の
ブ
ド
ウ
糖
の
こ
と
で
、
細
胞
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
源
と
な
り
ま
す
。
全
血
液
中
の
糖
は
、

テ
ィ
ー
ス
プ
ー
ン
１
杯
分
の
５
ｇ
程
度
で
す
。

Ｗ
Ｈ
Ｏ
（
世
界
保
健
機
構
）
は
、
成
人
の
一

日
の
糖
質
の
摂
取
量
と
し
て
約
25
ｇ
を
提
案

し
て
い
ま
す
。H

bA
1c

は
、
血
糖
が
ど
の
く

ら
い
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
て
い
る
か
調
べ
る

検
査
項
目
で
、
体
内
に
あ
る
25
兆
個
も
あ
る

赤
血
球
の
寿
命
１
２
０
日
の
約
半
分
、
２
カ

月
の
血
糖
値
平
均
を
反
映
し
、
老
化
の
指
標

に
な
る
前
の
物
質
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

〈
２
〉
脂
質
（
中
性
脂
肪
・
Ｈ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
・
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
）

　

採
血
は
８
～
12
時
間
の
絶
食
に
よ
る
空
腹

時
に
行
う
こ
と
が
推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

中
性
脂
肪
は
主
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
利

用
さ
れ
、
余
り
は
脂
肪
と
し
て
体
内
に
た
め

ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
脂
肪
肝
が
あ
る
と
上
昇

し
ま
す
。
Ｈ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
（
以
下
Ｈ

Ｄ
Ｌ
‐
Ｃ
）
は
、
善
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
と
も

呼
ば
れ
、血
管
の
内
側（
血
管
壁
内
）に
た
ま
っ

た
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
（
以
下
Ｌ
Ｄ
Ｌ
‐

Ｃ
）
な
ど
を
肝
臓
に
運
ん
で
く
れ
る
働
き
を

し
て
く
れ
ま
す
。

　

Ｌ
Ｄ
Ｌ
‐
Ｃ
は
悪
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
と
も

呼
ば
れ
、
量
が
増
え
す
ぎ
る
と
血
管
壁
内
に

た
ま
り
動
脈
硬
化
を
進
行
さ
せ
、
放
っ
て
お

く
と
心
臓
病
や
脳
卒
中
、
腎
臓
病
な
ど
に
な

り
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

Ｈ
Ｄ
Ｌ
‐
Ｃ
が
多
い
ほ
ど
血
管
の
若
さ
を

保
つ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
Ｌ
Ｄ
Ｌ
‐
Ｃ
÷
Ｈ
Ｄ

Ｌ
‐
Ｃ
＝
２
以
下
が
望
ま
し
く
、
２
・
５
以
上

は
要
注
意
で
す
。

　

例
え
ば
私
の
場
合
（
表
参
照
）
で
は
、

１
４
７
÷
69
＝
２
・
１
で
、
中
性
脂
肪
（
★
１
）

や
Ｌ
Ｄ
Ｌ
‐
Ｃ
（
★
２
）
が
高
値
で
す
。

〈
3
〉
肝
機
能
検
査
（
Ａ
Ｓ
Ｔ・
Ａ
Ｌ
Ｔ・γ
‐

Ｇ
Ｔ
）

　

主
に
は
肝
臓
の
機
能
を
調
べ
る
検
査
で
す
。

肝
臓
内
の
細
胞
に
あ
る
酵
素
で
、
そ
の
細
胞

が
壊
れ
る
と
血
液
中
に
出
て
、
損
傷
が
強
い

ほ
ど
そ
の
量
が
増
え
ま
す
。「
γ
‐
Ｇ
Ｔ(

ガ

ン
マ
ジ
ー
テ
ィ
ー
）」
は
ア
ル
コ
ー
ル
性
肝
炎

で
高
値
に
な
り
ま
す
。　

　

肝
臓
は
さ
ま
ざ
ま
な
物
質
の
合
成
や
分
解

を
行
い
、
再
生
力
が
強
く
、「
沈
黙
の
臓
器
」

と
い
わ
れ
る
ほ
ど
タ
フ
で
異
常
が
表
れ
に
く

い
で
す
が
、
痛
め
続
け
ら
れ
る
と
回
復
不
能

と
な
り
ま
す
。
私
の
場
合
、
表
中
の
γ
‐
Ｇ

Ｔ
（
★
3
）
が
高
値
で
す
。

最
後
に

　

人
間
と
い
う
も
の
は
数
字
に
弱
い
も
の
で

す
。
数
値
は
あ
く
ま
で
も
病
気
の
始
ま
り
の

目
安
で
す
。
継
続
的
に
健
診
を
受
け
、
数
値

の
変
化
に
留
意
し
た
い
も
の

で
す
。
21
世
紀
の
医
療
は
、

治
療
か
ら
予
防
へ
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
知
識
が
あ
れ
ば

行
動
も
変
わ
り
ま
す
。
健
診

結
果
か
ら
行
動
変
容
に
つ
な

げ
た
い
も
の
で
す
。

定住相談に応じる高林隊員ら

出席者全員で記念撮影

【健診シリーズその１】
庄
原
市
医
師
会 

副
会
長

血液検査結果を
上手に生かそう！

健康広場

林
　
　
充

検査項目　( 単位 ) 特定保健指導判定値（※１) 受診勧奨判定値（※２） 例えば 私の結果

<1> 糖尿病 空腹時血糖　(mg/dl) 100 ～ 125 126 以上 98
HbA1c　　(％ )  5.6 ～ 6.4 6.5 以上 5.5

<2> 脂　質
中性脂肪　　(mg/dl) 150 ～ 299 300 以上 174 （★１）
HDL ｺﾚｽﾃﾛｰﾙ　(mg/dl) 35 ～ 39 34 以下 69
LDL ｺﾚｽﾃﾛｰﾙ　(mg/dl) 120 ～ 139 140 以上 147（★２）

<3> 肝機能
AST または GOT（U/L) 31 ～ 50 51 以上 30
ALT または GPT（U/L) 31 ～ 50 51 以上 28
γ -GT またはγ -GTP(U/L) 51 ～ 100 101 以上 66（★３）

※ 1 特定保健指導判定値：生活改善で解消できるレベルの値
※ 2 受診勧奨判定値：すでに病気のおそれがある値

健診の血液検査結果はいかがでしたか？
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交流を深める参加者

　

口
和
・
高
野
・
比
和
地
域
の
幼

い
子
ど
も
や
そ
の
保
護
者
を
対
象

に
し
た
「
な
か
よ
し
サ
ロ
ン
」
が

６
月
23
日
、
比
和
自
治
振
興
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
各
地
域
で
も
毎
週
の

よ
う
に
行
わ
れ
て
い
る
子
育
て
支

援
事
業
の
一
環
で
、
毎
回
10
人
か

ら
多
い
と
き
は
20
人
ほ
ど
が
参
加

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
日
は
、
ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ー

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
滝
口
季
里

花
さ
ん
か
ら
、
ア
ロ
マ
を
使
っ
た

虫
除
け
ス
プ
レ
ー
の
作
り
方
や
ベ

ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
方
法
を
教
わ

り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
真
剣
に
耳
を

傾
け
な
が
ら
、
教
わ
っ
た
方
法
を

実
践
し
て
い
ま
し
た
。

　

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
教
わ
っ

た
参
加
者
は
「
子
ど
も
と
の
大
事

な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
と
り

方
の
一
つ
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
も

実
践
し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

　

市
と
庄
原
市
観
光
協
会
は
７
月

９
日
、庄
原
市
の
魅
力
を
伝
え
る

観
光
講
演
会
を
、野
村
證
券
広
島

支
店
で
開
催
し
、１
１
６
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

第
１
部
は
、し
ょ
う
ば
ら
花
会

議
理
事
長
の
佐
藤
浩
子
さ
ん
が

「
花
と
緑
の
ま
ち
づ
く
り
」を
テ
ー

マ
に
、庄
原
さ
と
や
ま
オ
ー
プ
ン

ガ
ー
デ
ン
の
取
り
組
み
を
紹
介
。

し
ょ
う
ば
ら
花
会
議
設
立
ま
で
の

経
緯
を
交
え
な
が
ら
、「
花
と
緑
の

ま
ち
・
庄
原
」の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
し

ま
し
た
。

　

続
い
て
第
２
部
で
は
、庄
原
市

観
光
協
会
の
熊
本
洋
道
さ
ん
が

「
神
話
と
伝
説
の
里
」を
テ
ー
マ

に
、比
婆
山
御
陵
や
熊
野
神
社
な

ど
古
事
記
に
ま
つ
わ
る
ス
ポ
ッ
ト

を
紹
介
。「
お
も
し
ろ
い
物
語
が
た

く
さ
ん
残
る
庄
原
市
へ
ぜ
ひ
訪
れ

て
ほ
し
い
」と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

参
加
者
は
「
庄
原
の
魅
力
が
伝
わ

り
良
か
っ
た
。オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ

ン
や
神
話
の
舞
台
を
巡
っ
て
み
た

い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

広島市内で庄原の魅力をＰＲ！
庄原観光講演会を開催

商工
観光課

売れる！特産品開発講座を開催
新たな特産品づくりに向けて講座がスタート

商工
観光課

子育てを応援します
３地域合同なかよしサロン

比和支所

　

庄
原
観
光
い
ち
ば
ん
協
議
会
が

主
催
す
る
「
売
れ
る
！
特
産
品
開

発
講
座
」
が
、７
月
１
日
か
ら
庄
原
・

高
野
・
東
城
の
３
会
場
で
ス
タ
ー

ト
し
、
延
べ
１
０
０
人
を
超
え
る

参
加
者
が
熱
心
に
受
講
し
ま
し
た
。

　

講
座
で
は
、
講
師
の
碇い

か
り
た
か
ひ
ろ

孝
洋
さ

ん
が
、
毎
回
、
異
な
る
テ
ー
マ
に

沿
っ
て
、
売
れ
て
い
る
特
産
品
の

事
例
紹
介
や
新
し
い
特
産
品
づ
く

り
の
ヒ
ン
ト
な
ど
を
分
か
り
や
す

く
説
明
。
ま
た
、
参
加
者
自
ら
が

開
発
し
た
い
特
産
品
の
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
や
、
試
食
品
に
対
す

る
意
見
交
換
な
ど
、
内
容
の
濃
い

講
座
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
講
座
は
６
回
シ
リ
ー
ズ

で
、
残
り
３
回
を
８
月
19
日
～
９

月
17
日
の
間
で
開
催
し
ま
す
。
興

味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
お
問
い
合
わ

せ
の
上
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
庄
原
観
光
い
ち
ば
ん
協
議
会
事

務
局
（
商
工
観
光
課
に
ぎ
わ
い

観
光
係
）
☎
０
８
２
４
‐
73
‐

１
１
７
９

講演する熊本さん

特産品の事例を紹介する碇さん

　

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
ス
ポ
ー
ツ
教
室

と
し
て
は
初
の
卓
球
教
室
を
６
月

27
日
、市
総
合
体
育
館
で
開
催
し
、

市
内
小
・
中
学
生
37
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

１
９
７
９
年
に
開
催
さ
れ
た
第

35
回
世
界
選
手
権
平
壌
（
ピ
ョ
ン

ヤ
ン
）大
会
シ
ン
グ
ル
の
部
で
優

勝
し
た
小
野
誠
治
さ
ん
（
ヤ
マ
ト

卓
球
㈱
）を
講
師
に
、参
加
者
は

サ
ー
ブ
や
ス
マ
ッ
シ
ュ
の
基
本
技

術
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
松
井
涼
さ
ん
（
総
領

小
６
年
）は
「
指
導
者
か
ら
た
く

さ
ん
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
い
ま

し
た
。将
来
、卓
球
選
手
に
な
っ

て
、本
気
で
強
く
な
り
た
い
と
思

い
ま
す
」と
目
を
輝
か
せ
て
い
ま

し
た
。

卓球の世界チャンピオンに学ぶ
庄原市レベルアップスポーツ教室

生涯
学習課

小野さん（左から二人目）から指導を受ける参加者

里山の魅力を発見・発信！
「庄原やまなみガイド養成講座」スタート

　

市
と
庄
原
市
観
光
協
会
は
、
本
市
の

魅
力
を
広
く
発
信
し
て
も
ら
う
「
庄
原

や
ま
な
み
ガ
イ
ド
養
成
講
座
」
を
６
月

21
日
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。

　

国
内
外
を
問
わ
ず

活
躍
す
る
「
健
康
」、

「
旅
」、「
山
歩
き
」
の

専
門
家
、
清
水
正
弘

さ
ん
を
講
師
に
、
座

学
講
座
と
実
地
講
座

を
計
５
回
実
施
す
る

の
も
の
で
、
約
40
人

が
受
講
し
ま
し
た
。

　

楽
笑
座
で
開
催
し

た
座
学
講
座
で
は
、

『「
庄
原
の
魅
力
っ
て

何
？
」、「
ガ
イ
ド
す

る
っ
て
、
楽
し
い
？
」』

を
テ
ー
マ
に
、
外
部

か
ら
見
た
本
市
の
魅

力
や
、
観
光
客
に
満

足
を
与
え
る
ガ
イ
ド

術
な
ど
を
学
び
ま
し

た
。

　

受
講
者
は
「
自
然

の
美
し
さ
と
と
も
に
、
地
域
に
伝
わ
る

物
語
や
歴
史
も
観
光
客
を
引
き
付
け
る

大
き
な
力
に
な
る
こ
と
を
知
っ
た
」
な

ど
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

今
後
、
９
月
20
日
㈰
に
道
後
山
、
10

月
30
日
㈮
に
庄
原
さ
と
や
ま
オ
ー
プ
ン

ガ
ー
デ
ン
、
11
月
21
日
㈯
に
帝
釈
峡
で

実
地
講
座
を
行
い
ま
す
。
興
味
を
お
持

ち
の
方
は
☎
０
８
２
４
‐
75
‐
０
１
７
３

（
庄
原
市
観
光
協
会
）
へ
ぜ
ひ
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

清水さんの話に聞き入る参加者

講
師
の
清
水
さ
ん

商工
観光課

　

市
は
平
成
26
年
度
に
完
成
し
た
市
発

注
工
事
１
０
３
件
の
う
ち
、
優
れ
た
工

事
施
工
に
よ
り
認
定
基
準
を
満
た
し
た

施
工
業
者
３
社
を
「
優
良
建
設
工
事
施

工
業
者
」
と
し
て
認
定
し
、
工
事
を
担

当
し
た
技
術
者
５
人
を「
優
良
技
術
者
」

と
し
て
表
彰
し
ま
し
た
。

　

こ
の
制
度
は
、
建
設
会
社
の
技
術
力

向
上
を
目
的
と
し
て
、
市
が
発
注
す
る

５
０
０
万
円
以
上
の
建
設
工
事
に
つ
い

て
、
品
質
や
出
来
栄
え
、
安
全
対
策
な

ど
総
合
的
に
評
価
す
る
「
工
事
成
績
評

定
点
」
が
82
点
以
上
（
１
０
０
点
満
点
）

の
成
績
を
収
め
た
工
事
の
施
工
業
者
と

技
術
者
を
認
定
・
表
彰
す
る
も
の
で
す
。

　

７
月
16
日
に
市
役
所
で
開
催
し
た
表

彰
式
で
木
山
耕
三
市
長
は
「
今
後
も
他

の
業
者
の
見
本
と
な
り
、
高
い
技
術
力

を
社
会
資
本
の
整
備
や
維
持
管
理
に
役

立
て
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
述
べ
、
認

定
書
と
表
彰
状
を
手
渡
し
ま
し
た
。

建設会社と技術者の施工能力を評価
優良建設工事施工業者の認定、優良技術者の表彰

管財課

前
列
左
か
ら
㈱
大
歳
組
常
務
取
締
役 

黒
谷
武
晴
さ
ん
、木

山
市
長
、㈲
中
田
建
設
代
表
取
締
役 

中
田
和
克
さ
ん
、㈱
大

和
建
設
取
締
役
部
長 

藤
原
由
雄
さ
ん
、後
列
左
か
ら
、神
宮

祥
司
副
市
長
、栗
田
誠
司
さ
ん
、鯰
谷
忠
春
さ
ん
、永
田
裕
さ

ん
、松
浦
利
幸
さ
ん
、矢
吹
有
司
副
市
長

○優良認定業者および優良技術者（敬称略）
優良認定業者名 対象工事名 優良技術者名

㈱大歳組（東本町） 庄原中学校グランド法面災害復旧工事 栗田　誠司

㈱大歳組（東本町） 本村地区送配水管（１工区）布設工事 鯰谷　忠春

㈱大歳組（東本町） 三十戸送水ポンプ所施設整備工事 黒谷　武晴

㈲中田建設（春田町） 市道片山線道路改良工事 永田　　裕

㈱大和建設（七塚町） 市道熊野線道路改良工事　 松浦　利幸
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森林の役割を学習

農業体験で世代間交流幻の音が復活

刀匠の久保さんが名刀を再現

「住宅デー」で修繕ボランティア

しょうばら花会議が大臣表彰

浴衣の着付けにチャレンジ

夏の国定公園を満喫
　高野小児童が「森と水の学習会」に参加・6/25

　亀谷自治会が土曜塾・6/13　フィルモン音帯視聴会・7/5

　新作名刀展高松宮記念賞を受賞

　広島県建設労働組合第 12 地域連合庄原が奉仕活動・6/25～28

　花と緑の愛護活動が高く評価・5/29、6/8

　比和で着付け教室・7/6

　帝釈峡ウォーク・7/12

アサヒビール㈱、林野庁・広島北部森林管理署、森林
総合研究所広島水源林整備事務所が主催する「森と水
の学習会」が、アサヒの森と俵

たわらばら

原山国有林（高野町上湯川）
で開催され、高野小学校５・６年生 29 人が参加しました。

参加した児童は、枝打ちロボット作業見学や塩化ビ
ニールパイプで川底の音を聴く実験、水の浄化実験や丸
太切り体験を通じ、森林のさまざまな役割や水の大切さ
について学習しました。

参加した坂口宙くん（高野小６年）は「森は水を蓄え
てくれていることが分かった。もっと森について調べて
みたい」と興味を示していました。

総領町亀谷自治会の子どもたち７人が、地域住民
13 人と一緒にさつまいもの苗植えを行いました。

同自治会では「土曜塾」と銘打ち、子どもを対象に
地域の特色を生かした体験活動や世代間交流などを
行っていて、さつまいもの苗植えは今年で７回目にな
ります。

子どもたちは落合訓光さんの畑で、地域の方の指導
を受けながら用意された苗 100 本を手際良く植えま
した。植えた苗は、水やりなどして自分たちで育てま
す。秋には収穫し、地域の方が丹精込めて育てた農産
物と一緒に、地域の収穫イベントで販売する予定です。

昭和 10 年頃に発明されたフィルモン音帯（フィルム
テープ）の視聴会が、口和郷土資料館で開催されました。

同館に寄贈されたフィルモン音帯は、当時世界でも珍
しい長時間レコードで、安部博良館長が長崎放送から預
かっていた再生機械を約２カ月間かけて修理し、幻の音
を復活させました。

視聴会には約 30 人が訪れ、長唄、常盤津、軽音楽、
国民歌謡などに聴き入りました。

安部館長は「大変貴重なフィルモン音帯を寄贈され、
どうしてもその音を聴きたく再生機を修理しました。ぜ
ひ多くの皆さんに聞いてもらいたい」と話していました。

平成27年度新作名刀展で「高松宮記念賞」を受賞した、
西城町在住の刀匠久保善博さんの作品が、7 月14 日か
ら 8 月 30 日まで頼

らいさんよう

山陽史跡資料館（広島市中区）の特
別展で紹介されています。

受賞作品は、鎌倉時代から作られた備前長船の古刀
が持つ特徴で、明治以降途絶えていた「映り」と呼ばれ
る模様を再現しています。

久保さんは受賞を喜び、「刀の武器としての怖さでは
なく、“美しさ”に注目してもらいたい」と刀の魅力を語
るとともに、「今後の現代刀の魅力発信にも尽力したい」
と決意を述べていました。

全国統一「住宅デー」の６月 25 日を中心に、全国各
地で建設労働組合による技術奉仕活動が行われました。

市内では広島県建設労働組合第 12 地域連合庄原の
組合員 49 人が各保育所・小学校・一人暮らしの高齢
者宅を訪問し、施設などを修繕しました。

12 人の組合員が訪れた峰田保育所では、所内の建
具の調整、園児の荷物を入れる棚やスノコなどを作製。

同保育所の福留加寿美所長は「園児は『本物の大工
さんが来た～』と迎え、皆さんの手際のよい作業に興
味津々だった。棚などの製作や傷みのある所を修繕し
ていただき、大変にありがたい」と喜んでいました。

「しょうばら花会議」は５月 29 日、宮崎県総合文
化公園で開催された全国「みどりの愛護」のつどいに
出席し、皇太子殿下ご臨席のもと、「みどりの愛護」
功労者国土交通大臣表彰を受賞しました。

これは、国営備北丘陵公園内の花壇の手入れや、ガー
デニング講習会など、花と緑の愛護活動が高く評価され
たものです。６月８日には、同会議の佐藤浩子理事長と
齊木義伸副理事長が木山耕三市長を訪問し、受賞の喜
びを語りました。木山市長は「今回の受賞は市民にとっ
てもうれしいこと。これを励みに、市としても花と緑の
まちづくりをさらに進めていきたい」と話していました。

浴衣の着付け教室が比和自治振興センターで行われ、
町内から 15 人が参加しました。

参加者は、美容師の貞兼由季さんと和服アドバイザー
の米沢かおりさんに浴衣をきれいに着るコツ、帯の締め
方などの指導を受けながら、実際に自分たちで浴衣の着
付けにチャレンジ。

初心者の方が着付けをすると思った以上に体力を使う
ようで、皆さん汗だくになりながら浴衣を着ていました。

着付けを終えた人は「自分で着付けができるようにな
れてうれしい。これからお祭りや花火大会にも着ていけ
るので楽しみになった」と声を弾ませていました。

国定公園帝釈峡で「帝釈峡ウォーク」が開催され、市
内外から約１６０人が参加し、にぎわいました。

今回用意されたのは、誰でも気軽に参加できる「かわ
せみコース（約５km）」と、健脚向けの「はんざきコース（約
９km）」の２つ。

参加者はボランティアガイドからコース沿いに現れる
植物や岩の由来などの説
明を聞きながら歩を進め、
心地よい汗を流していま
した。雄橋に設置された
給水所では、東城高校「東
城応援隊」のメンバーが
お茶を振る舞い、参加者
の喉を潤しました。

午後からは、東城中学
校吹奏楽部と新見ウイン
ドアンサンブルの演奏を
聞きながら、川魚の塩焼
きやトマトとキュウリの
丸かじりなど地元の味を
楽しみ、帝釈峡の魅力を
満喫していました。

▲丸太切りを体験する児童

▲地域の方の指導で苗を植える子どもたち▲浴衣の着付けを習う参加者▲フィルモン音帯について語る安部館長（右）

▲名刀の前で受賞を喜ぶ久保さん

▲峰田保育所でスノコを作る建労組合員の皆さん

▲木山市長に受賞を報告する佐藤理事長（中）と齊木副理事長（右）▲ウオーキングの様子

№２№５

№８

№６
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お知らせInformation

各種相談 とき ところ 備考 問い合わせ

定 期 巡 回
児 童 相 談

庄原 ８月20日㈭10時～16時 庄原市保健福祉センター 広島県北部こども家庭
センターによる相談。
１週間前までに予約。

児童福祉課あんしん支援係
☎0824-73-0051

東城 ９月10日㈭10時～16時 東城支所 東城支所市民生活室
☎08477-2-5131

人 権 相 談

庄原 ８月18日㈫・９月１日㈫
13時30分～16時30分 庄原市ふれあいセンター

人権擁護委員 三次人権擁護委員協議会
☎0824-62-2572

西城 ９月10日㈭13時30分～16時30分 西城自治振興センター

東城 ９月３日㈭13時30分～15時30分 東城ふれあいセンター

比和 ８月20日㈭13時30分～15時30分 比和自治振興センター

総領 ９月９日㈬９時～11時 総領健康福祉センター

行 政 相 談

庄原 ８月20日㈭13時～15時30分 庄原市ふれあいセンター

行政相談委員

市民生活課市民生活係
☎0824-73-1154

西城 ８月20日㈭13時30分～15時30分 西城保健福祉総合センター
（しあわせ館）

西城支所市民生活室
☎0824-82-2124

口和 ８月20日㈭13時30分～15時30分 口和保健センター 口和支所市民生活室
☎0824-87-2112

比和 ８月20日㈭13時30分～15時30分 比和自治振興センター 比和支所市民生活室
☎0824-85-3001

総領 ９月９日㈬９時～11時 総領健康福祉センター 総領支所市民生活室
☎0824-88-3063

法 律 相 談
庄原 ９月８日㈫13時～16時 庄原市ふれあいセンター 広島弁護士会三次地区

会による無料相談。
要予約

市民生活課市民生活係
☎0824-73-1154　口和 ８月24日㈪13時～16時 口和保健センター

生活安全相談 毎週月～金（祝日・年末年始除く）
９時～12時、13時～15時45分

市民生活課市民生活係
生活安全相談員

市民生活課市民生活係
☎0824-73-1244

東城支所市民生活室
市民生活係

東城支所市民生活室
☎08477-2-5121

家庭児童相談 毎週月～金（祝日・年末年始除く）
９時～15時45分

児童福祉課
あんしん支援係 家庭児童相談員 家庭児童相談専用 

☎0824-73-1243

消費生活相談 毎週月～金（祝日・年末年始除く）
９時～12時、13時～16時

市民生活課市民生活係内
庄原市消費生活センター 消費生活相談員

庄原市消費生活センター
☎0824-73-1228
市民生活課市民生活係
☎0824-73-1154

学 校 で の 体
罰・ ハ ラ ス
メ ン ト 相 談

随時 教育指導課学事係
（各学校でも受け付け）

プライバシーの保護、
秘密保持を徹底しま
す。

教育指導課学事係
☎0824-73-1183

障 害 者 相 談 毎週月～金（祝日・年末年始除く）
９時～15時45分 社会福祉課障害者福祉係 障害者相談支援員 障害者相談専用

☎0824-73-1249

障害者相談員
定 期 相 談 会

庄原 ９月14日㈪13時30分～16時30分 庄原市ふれあいセンター 知的 社会福祉課障害者福祉係
☎0824-73-1210口和 ９月８日㈫９時～12時 口和保健センター 知的

エ イ ズ 検
査・ 相 談 ９月２日㈬13時～14時30分

広島県北部保健所
（広島県三次庁舎第3庁舎）

三次市十日市東４-６-１

事前予約が必要。検査
は無料・匿名で受けら
れます。エイズ相談は
随時受けられます。

広島県北部保健所保健課
☎0824-63-5181

悩みごと、心配ごと、
お困りごとなど、
お気軽にご相談をあなたの相談をお受けします

事業名 とき ところ 持ってくるもの 備考

母子手帳交付 ８月17日㈪・９月７日㈪
９時～17時 保健医療課 特になし 支所は随時（事前連絡必要）

パパママひろば
（妊婦教室）

９月２日㈬13時30分～15時 東城こどもの館 母子健康手帳
参加費100円 申し込み必要

９月11日㈮13時30分～16時 庄原市保健福祉センター 母子健康手帳 申し込み必要

離乳食教室

９月３日㈭13時～16時 西城保健福祉総合センター
（しあわせ館）

母子健康手帳
筆記用具 申し込み必要

９月15日㈫13時30分～15時 庄原市保健福祉センター
母子健康手帳
エプロン・三角巾
筆記用具

申し込み必要

育児相談 ９月14日㈪13時～15時 庄原市保健福祉センター 母子健康手帳 支所でも実施 （詳細はお問
い合わせください）

母子保健事業 ●保健医療課健康推進係　☎0824-73-1255

※
日
程
は
都
合
に
よ
り
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

★東城「遊夏祭」★
多くの出店が集まり、とてもにぎやかな祭です。ス
テージショーをはじめ楽しい催しが盛りだくさん。伝
統の盆踊りも継承しています。山間に響く１，０００
発の花火は見応えあり！
■と　き　　８月 15日（土）16時～
■ところ　　東城小学校グラウンド
■問い合わせ　　東城「遊夏祭」実行委員会（東城
町商工会内）☎ 08477-2-0525

★ヒバゴン郷どえりゃあ祭★
夜空を彩る２，０００発の花火と西城川の清流を照
らすたくさんの灯ろうが見どころです。どえりゃあ
パレードや子ども抽選会、そのほか楽しい催しが
いっぱいです。
■と　き　　８月 13日（木）15時～ 22時
■ところ　　西城町市街地
■問い合わせ　庄原市観光協会西城支部
☎ 0824-82-2727

★ふるさと盆踊り・花火大会 in 比和★
会場近くを流れる比和川沿いに５００個余りの灯ろう
が設置され、幻想的な光で辺りを照らします。ミニ
ゲームや盆踊りの後、花火が比和の夜空を飾ります。
■と　き　　８月 15日（土）19時～ 21時 30分
■ところ　　比和中学校グラウンド
■問い合わせ　　盆踊り花火大会実行委員会（備北
商工会比和支所）☎ 0824-85-2330

★しょうばら夏まつり花火大会★
約３, ０００発の花火が、庄原の夜空を華やかに彩
ります。水面に映る仕掛け花火もみどころです。
■と　き　８月 23日（日）19時 30分～
　　　　　※雨天の場合は 26日（月）に順延
■ところ　上野公園
■問い合わせ　庄原市観光協会庄原支部
☎ 0824-73-0602

庄原　 まつり
今年も熱

い夏がや
ってくる

！

８月は夏祭り月間！恒例の夏祭りが市内各地
で開催されます。見物はもちろん、食べてよ
し、踊ってよし、とにかく参加して楽しもう！

★庄原よいとこ祭★
庄原の夏を締めくくる一大イベントです。22日夜
の恒例パレードでは、出演団体の熱き踊りが観客を
魅了します。特設ステージやバザー、芸能祭など各
種イベントが盛りだくさんです。
■と　き　８月 22日（土）・23日（日）
■ところ　庄原市市街地　ほか
■問い合わせ　庄原よいとこ祭運営委員会
☎ 0824-73-1179

夏

　

10
月
11
日
㈰
に
国
営
備
北
丘
陵

公
園
で
開
催
す
る
「
庄
原
市
制
施

行
10
周
年
記
念
式
典
・
庄
原
い

ち
ば
ん
10

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

の
司
会
者
に
、
テ
レ
ビ
で
お
な
じ

み
の
西
田
篤
史
さ
ん
（
庄
原
市
ふ

る
さ
と
大
使
）
と
松
本
裕
見
子
さ

ん
の
２
人
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
２
人
に

大
い
に
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
多
く
の
皆
さ
ん
の
お
越
し
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

問
い
合
わ
せ

総
務
課
行
政
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
２
３

　

妊
娠
・
出
産
な
ど
を
理
由
に
解

雇
し
た
り
、
退
職
を
強
要
す
る
こ

と
な
ど
は
、
男
女
雇
用
機
会
均
等

法
等
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
妊

娠
な
ど
を
理
由
に
不
利
益
な
取
り

扱
い
を
受
け
た
り
、
困
っ
た
り
し

た
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、
広
島
労
働

局
雇
用
均
等
室
へ
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

　

広
島
労
働
局
雇
用
均
等
室
で

庄
原
市
制
施
行
10
周
年
記
念
式
典

庄
原
い
ち
ば
ん
10

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
司
会
者
決
定
！

th

th

西田篤史さん 松本裕見子さん

は
、
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
や
育

児
・
介
護
休
業
法
に
つ
い
て
、
法

違
反
が
あ
っ
た
場
合
の
事
業
主
へ

の
是
正
指
導
、
労
使
間
で
同
法
に

関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
た
場
合

の
労
働
局
長
に
よ
る
援
助
や
調
停

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
匿
名

で
の
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

広
島
労
働
局
雇
用
均
等
室

☎
０
８
２
‐
２
２
１
‐
９
２
４
７

受
け
付
け
時
間

８
時
30
分
～
17
時
15
分
（
土
曜
・

日
曜
・
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

職
場
の
マ
タ
ハ
ラ
で

つ
ら
い
思
い
、

し
て
い
ま
せ
ん
か
？

広報しょうばら／ 2015.8　28 29　2015.8 ／広報しょうばら



お知らせInformation

催
し
・
講
座

募　
　

集

願書受付期間 試験日

推薦入試 9月16日㈬
～10月8日㈭ 10月23日㈮

一般入試
（前期）

11月17日㈫
～12月7日㈪ 12月21日㈪

一般入試
（後期）

平成28年2月1日㈪
～24日㈬ 平成28年3月4日㈮

社会人
特別入試

10月１日㈭
～12月7日㈪ 12月21日㈪

問
い
合
わ
せ

広
島
県
立
農
業
技
術
大
学
校
教
務

課☎
０
８
２
４
‐
72
‐
０
０
９
４

警
察
官
募
集

　

平
成
28
年
４
月
採
用
予
定
の
警

察
官
（
男
女
）
を
募
集
し
ま
す
。

受
付
期
間　

８
月
28
日
㈮
ま
で

試
験
時
期

●
第
１
次
（
教
養
試
験
な
ど
）

９
月
20
日
㈰

●
第
２
次
（
体
力
試
験
な
ど
）

10
月
10
日
㈯
ま
た
は
11
日
㈰

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
８
８

庄
原
市
ふ
る
さ
と
応
援
団
員

募
集
中
！

　

遠
く
に
い
て
も
古
里
庄
原
市
の
発

展
を
応
援
し
た
い
―
。
そ
ん
な
思
い

を
持
っ
た
皆
さ
ん
が
集
ま
る
組
織
が

「
庄
原
市
ふ
る
さ
と
応
援
団
」
で
す
。

現
在
、
団
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

市
外
に
お
住
ま
い
で
庄
原
市
に
ゆ

か
り
の
あ
る
方
、
ま
た
庄
原
市
が
好

き
な
方
で
あ
れ
ば
誰
で
も
入
団
で
き

ま
す
。

団
員
の
活
動

①
庄
原
市
の
魅
力
発
信
へ
の
協
力

②
庄
原
市
の
参
考
と
な
る
資
料
の

提
供　

③
特
産
品
・
農
産
物
な
ど

の
購
入
と
Ｐ
Ｒ　

④
ふ
る
さ
と
納

税
へ
の
協
力
と
Ｐ
Ｒ

団
員
の
特
典

情
報
誌
（
会
報
誌
）
の
送
付
、
市

内
協
賛
店
で
の
優
待
や
割
引
な
ど

登
録
方
法
な
ど

　

登
録
期
間
は
1
年
間
で
、
年
度

ご
と
に
更
新
し
ま
す
。
申
込
書
で

い
つ
で
も
入
団
、
脱
退
が
で
き
ま

す
。
入
団
者
に
は
団
員
証
を
作
成

し
郵
送
し
ま
す
。

　

申
込
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
ほ
か
、
商

工
観
光
課
か
ら
送
付
し
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

商
工
観
光
課
に
ぎ
わ
い
観
光
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
７
９ 

メ
ー
ル kankou@

city.shobara.
lg.jp 農

地
中
間
管
理
事
業
の
借
り

受
け
希
望
申
し
込
み

　

農
地
中
間
管
理
事
業
を
活
用
し

て
農
地
を
借
り
受
け
た
い
方
は
、

次
の
期
間
中
に
申
し
込
む
必
要
が

あ
り
ま
す
。

期
間　

９
月
１
日
～
10
月
１
日

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

農
業
振
興
課
農
政
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
３
１

各
支
所
産
業
振
興
室
・
産
業
建
設
室

券
の
販
売
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
３
歳
未
満
ひ
ざ
上
鑑
賞
無
料
。

座
席
が
必
要
な
場
合
は
有
料
。

【
チ
ケ
ッ
ト
販
売
所
】

庄
原
市
民
会
館
、
食
彩
館
し
ょ
う

ば
ら
ゆ
め
さ
く
ら
、ジ
ョ
イ
フ
ル
、

ザ
・
ビ
ッ
ク
庄
原
店
、
ウ
イ
ル
西

城問
い
合
わ
せ

庄
原
市
民
会
館

☎
０
８
２
４
‐
72
‐
４
２
４
２

生
涯
学
習
課
社
会
教
育
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
８
８

平
成
27
年
度
庄
原
市　
　
　

児
童
生
徒
科
学
研
究
作
品
展

　

市
内
小
・
中
学
校
の
児
童
生
徒

が
学
校
や
家
庭
で
研
究
し
た
科
学

研
究
作
品
の
中
か
ら
、
特
選
・
入

選
作
品
を
展
示
し
ま
す
。
日
常
や

理
科
な
ど
の
学
習
で
、
児
童
生
徒

が
ど
の
よ
う
な
興
味
を
も
ち
、
ど

の
よ
う
に
研
究
し
て
い
る
の
か
、

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

と
き

９
月
５
日
㈯　

10
時
～
18
時

９
月
６
日
㈰　

10
時
～
16
時

と
こ
ろ　

庄
原
市
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

（
庄
原
市
是
松
町
20
‐
25
）

問
い
合
わ
せ

教
育
指
導
課
指
導
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
８
４　

担
い
手
を
目
指
す
者
で
、
高
卒
ま

た
は
同
等
以
上
の
学
力
の
あ
る
者

学
費
な
ど
（
平
成
27
年
度
）

授
業
料
年
額
11
万
８
８
０
０
円

学
生
寮
費
年
額
12
万
７
２
０
０
円

試
験
日
程
な
ど 

備
北
地
区
中
学
生　
　
　
　

　
　
　
　
　

意
見
発
表
大
会

　

庄
原
市
、
三
次
市
の
中
学
生
に

よ
る
意
見
発
表
大
会
を
開
催
し
ま

す
。
中
学
生
た
ち
が
、
日
常
生
活

や
自
ら
の
体
験
を
通
し
て
日
頃
考

え
て
い
る
こ
と
を
発
表
し
ま
す
。

ぜ
ひ
聞
き
に
来
て
く
だ
さ
い
。

と
き　

８
月
20
日
㈭

10
時
～
15
時
30
分

と
こ
ろ

庄
原
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ

児
童
福
祉
課
児
童
福
祉
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
９
２

宝
く
じ
文
化
公
演　
　
　
　

由
紀
さ
お
り
・
安
田
祥
子

フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

と
き　

９
月
２
日
㈬

19
時
開
演(

開
場
18
時
30
分)

と
こ
ろ　

庄
原
市
民
会
館

入
場
料
（
全
自
由
席
）

一
般　

２
５
０
０
円

（
当
日
３
０
０
０
円
）

高
校
生
以
下　

１
５
０
０
円

（
当
日
２
０
０
０
円
）

※
宝
く
じ
の
助
成
に
よ
り
特
別
料

金
に
な
っ
て
い
ま
す
。

※
庄
原
市
民
会
館
友
の
会
会
員
割

引
は
適
用
に
な
り
ま
せ
ん
。

※
前
売
り
で
完
売
の
場
合
、
当
日

道
後
山
高
原
ク
ロ
カ
ン
パ
ー

ク
自
然
観
察
会

　

ト
リ
カ
ブ
ト
、
ヤ
ナ
ギ
タ
ン
ポ

ポ
、
ミ
ヤ
コ
ア
ザ
ミ
、
タ
ム
ラ
ソ

ウ
、
ア
ケ
ボ
ノ
ソ
ウ
な
ど
園
内
に

咲
く
四
季
折
々
の
山
野
草
を
観
察

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ガ
イ
ド

付
き
で
、
そ
の
ほ
か
さ
ま
ざ
ま
な

山
野
草
の
説
明
を
し
ま
す
。

と
き　

９
月
６
日
㈰　

10
時
～

集
合
場
所
・
受
け
付
け

道
後
山
高
原
総
合
体
育
館

参
加
費　

５
０
０
円

問
い
合
わ
せ

道
後
山
高
原
ク
ロ
カ
ン
パ
ー
ク

☎
０
８
２
４
‐
84
‐
２
７
２
７

広
島
県
立
農
業
技
術
大
学
校

学
生
募
集

　

本
校
は
２
年
制
の
専
修
学
校

で
、
農
業
・
農
村
の
担
い
手
育
成

を
目
標
に
、
農
業
の
実
践
学
習
を

中
心
と
し
た
、
農
業
の
専
門
的
な

知
識
・
技
術
お
よ
び
経
営
管
理
能

力
を
養
成
し
て
い
ま
す
。

学
科
と
定
員　

本
科
40
人
程
度

●
園
芸
課
程
（
野
菜
・
花
き
、
落

葉
果
樹
の
２
コ
ー
ス
）

●
畜
産
課
程
（
肉
用
牛
コ
ー
ス
）

修
業
年
限　

２
年

入
学
資
格　

将
来
農
業
に
従
事
し

よ
う
と
す
る
者
、
農
業
・
農
村
の

ダム湖の名称を募集します
　広島県と庄原市が共同事業として建設を進めている庄原
ダムが、平成27年度末に完成する予定です。このダムのダ
ム湖の名称を皆さんから募集します。名称は地域の特徴を
表し、覚えやすく、多くの人が親しめる、ダム湖にふさわし
い名称を募ります。
　庄原ダムは、洪水調節による災害の防止や水道用水の
確保を目的として、川西町に建設中の多目的ダムです。
応募資格　　　　　　　　　　　
　庄原市在住の方であれば、どなたでも応募可。
応募方法　　　　　　　　　　　
　官製はがき、ＦＡＸ、電子メールのいずれかで、①名
　称（ふりがな ) ②名称の理由③住所、氏名（ふりがな）、
　年齢、性別、電話番号を明記し、下記応募先へ送付。
選考方法　　　　　　　　
　名称検討委員会の選考により、応募作品の中から決定し
　ます。採用者には、５千円相当の図書券を進呈します。
　該当者が複数名の場合は抽選で決定します。
※名称選考の結果は、広報しょうばら，市ホームペー　
　ジなどで発表します。
応募締め切り　　　　　　　　　　
　９月 30 日㈬（必着、郵便の場合は当日消印有効）
注意事項　　　　　　　　　　　　
○応募は１人何点でも可能。ただし、同じ名称は１人１点限り。
○同じ読み方の名称であっても、漢字、ひらがななどで
　表記が異なる場合には、別作品とみなす。
○応募作品に関する一切の権利は、広島県に帰属する。
○応募作品は返却しない。
○応募者の個人情報は目的以外に使用しない。ただし、　
　名称の発表では氏名・住所の一部を公表する。
応募先・問い合わせ
　広島県北部建設事務所庄原支所　庄原ダム建設事業課
　〒 727 ‐ 0011　庄原市東本町一丁目４番１号
　☎０８２４-７２- ２０１５（代表）
　ＦＡＸ０８２４-７２- ７３４１
　メール　djnsdamu@pref.hiroshima.lg.jp

人
権
作
品
募
集

　

生
命
の
尊
さ
や
生
き
る
こ
と
の

す
ば
ら
し
さ
、
平
和
の
大
切
さ
を

表
現
し
た
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格
は
問
い
ま
せ
ん
。
多
く

の
皆
さ
ん
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

募
集
部
門

①
標
語
の
部　

②
詩
・
作
文
の
部

③
絵
画
・
詩
画
・
ポ
ス
タ
ー
・
写

真
な
ど
の
部

応
募
方
法

・
作
品
は
未
発
表
の
も
の
に
限
り

１
人
1
点
と
し
ま
す
。

・
作
品
に
は
住
所
ま
た
は
学
校
名
・

学
年
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
を
ご

●
第
３
次
（
面
接
試
験
な
ど
）

11
月
５
日
㈭
～
11
日
㈬
で
指
定
す

る
日

受
験
対
象　

昭
和
61
年
４
月
２
日

か
ら
平
成
10
年
４
月
１
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
方
。
た
だ
し
、
学
歴
な

ど
に
よ
っ
て
受
験
で
き
る
試
験
区

分
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
受
験
案

内
で
よ
く
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

受
験
案
内
・
申
込
書
の
請
求

　

県
内
の
警
察
署
、
交
番
・
駐
在

所
な
ど
で
配
布
し
て
い
ま
す
。
広

島
県
人
事
委
員
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
申
込
書
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

庄
原
警
察
署

☎
０
８
２
４
‐
72
‐
０
１
１
０

募集項目 応募資格 受付期間 試験期日

防衛大学校
学生

推　　薦

高卒（見込
み含む）～
21歳未満

9月5日㈯～9日㈬ 9月26日㈯・27日㈰

総合選抜 9月5日㈯～9日㈬ １次：9月26日㈯ 
２次：10月31日㈯・11月１日㈰

一般（前期） 9月5日㈯～30日㈬ １次：11月7日㈯・8日㈰ 
２次：12月8日㈫～12日㈯

一般（後期） 平成28年1月20日㈬
～29日㈮

１次：平成28年2月20日㈯ 
２次：平成28年3月11日㈮

防衛医科大学校 
医学科学生 9月5日㈯～30日㈬ １次：10月31日㈯・11月1日㈰

２次：12月16日㈬～18日㈮
防衛医科大学校看護学科
学生（自衛官コース） 9月5日㈯～30日㈬ １次：10月17日㈯ 

２次：11月28日㈯・29日㈰

記
入
く
だ
さ
い
。

・
優
秀
作
品
の
発
表
お
よ
び
表
彰

は
、庄
原
市
人
権
講
演
会
で
行
い
、

入
賞
者
へ
は
賞
状
と
記
念
品
を
贈

呈
し
ま
す
。

・
作
品
を
直
接
持
参
す
る
場
合
は
、

生
涯
学
習
課
ま
た
は
各
支
所
教
育

室
ま
で
。
郵
送
の
場
合
は
、
生
涯

学
習
課
宛
に
お
送
り
く
だ
さ
い
。

な
お
、
応
募
作
品
の
返
却
は
原
則

と
し
て
行
い
ま
せ
ん
。

募
集
締
め
切
り

９
月
４
日
㈮
必
着

作
品
の
送
り
先
・
問
い
合
わ
せ

〒
７
２
７
‐
８
５
０
１

庄
原
市
中
本
町
一
丁
目
10
番
１
号

生
涯
学
習
課
社
会
教
育
係

平
成
27
年
度　

自
衛
官
募
集

～
平
和
を
仕
事
に
す
る
～

　

試
験
の
詳
細
は
左
の
表
の
と
お

り
で
す
。
待
遇
・
給
与
な
ど
詳
し

く
は
、
自
衛
隊
広
島
地
方
協
力
本

部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
、
三
次

地
域
事
務
所
（
☎
０
８
２
４
‐

62
‐
０
３
５
０
）

に
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
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お知らせInformation

そ  

の  

他

備北公園管理センター☎ 0824-72-7000（http://www.bihoku-park.go.jp/）

カナディアンカヌー

国営備北
丘陵公園
だより

備北公園「夏まつり」開催中！
　　　　　　　　　　　　　　　８月31日㈪まで

全
国
大
会

全
国
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球
大
会

（
６
月
18
日
～
21
日
／
愛
知
県
豊

田
市
）

●
女
子
ダ
ブ
ル
ス 

１
２
０
Ａ

第
２
位

岩
本　

里
美
（
西
本
町
） 

豊
田　
　

都
（
高
町
）

●
混
合
ダ
ブ
ル
ス 

１
２
０
Ｂ

第
３
位　

山
本　

隆
明
（
板
橋
町
） 

上
藤　

純
子
（
山
内
町
）

中
国
大
会

中
国
高
校
総
体
陸
上
競
技
大
会

（
６
月
19
日
～
21
日
／
島
根
県
浜

田
市
）

●
男
子
３
０
０
０
ｍ
Ｓ
Ｃ　

第
３
位

山
口　

和
也

（
世
羅
高
３
年
・
西
城
町
）

県
大
会

中
国
高
等
学
校
ラ
イ
フ
ル
射
撃

競
技
選
手
権
大
会
県
予
選

（
５
月
31
日
／
安
芸
太
田
町
）

●
ビ
ー
ム
ラ
イ
フ
ル
立
射
40
発
競

技
女
子
個
人
戦

第
４
位

河
内　

幸
紀（
西
城
紫
水
高
１
年
）

広
島
マ
ス
タ
ー
ズ
陸
上
競
技
選

手
権
大
会

（
６
月
７
日
／
び
ん
ご
運
動
公
園

陸
上
競
技
場
）

●
60
ｍ　

Ｍ
35
（
35
～
39
歳
）

第
１
位

荒
木　

通
広
（
新
庄
町
）

広
島
県
高
等
学
校
定
時
制
通
信

制
総
合
体
育
大
会

（
６
月
20
日
・
21
日
／
コ
カ
・
コ
ー

ラ
ウ
エ
ス
ト
陸
上
競
技
場
ほ
か
）

●
陸
上
競
技
（
砲
丸
投
げ
）

第
２
位

大
掛　

恵
造

（
三
次
高
定
時
制
４
年
・
西
本
町
）

●
卓
球
（
女
子
個
人
の
部
）

第
１
位

平
田　

美
咲

（
三
次
高
定
時
制
３
年
・
戸
郷
町
）

全
日
本
中
学
校
通
信
陸
上
競
技

広
島
県
大
会

（
７
月
４
日
～
５
日
／
エ
デ
ィ
オ

ン
ス
タ
ジ
ア
ム
広
島
）

●
中
学
２
・
３
年
女
子
８
０
０
ｍ

第
４
位

谷
口　
　

優
（
東
城
中
２
年
）

※「
あ
っ
ぱ
れ
！
庄
原
」
に
該
当

す
る
方
の
情
報
は
、
情
報
政
策
課

広
報
広
聴
係（
☎
０
８
２
４
‐
73
‐

１
１
５
９
）ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

全
国
レ
ベ
ル
の
大
会
出

場
者
、全
国･

県
レ
ベ

ル
の
大
会
、市
が
共
催

す
る
各
種
大
会
な
ど
の

上
位
入
賞
者
を
掲
載
し

ま
す
。（
敬
称
略
）

Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
っ
ぽ
ん
縦
断　
　

こ
こ
ろ
旅
エ
ピ
ソ
ー
ド
募
集

　

俳
優
の
火
野
正
平
さ
ん
が
、
番

組
に
寄
せ
ら
れ
た
手
紙
を
も
と
に

全
国
を
自
転
車
で
旅
す
る
Ｎ
Ｈ

Ｋ
‐
Ｂ
Ｓ
プ
レ
ミ
ア
ム
の
番
組

「
に
っ
ぽ
ん
縦
断
こ
こ
ろ
旅
」
が
、

広
島
を
訪
れ
ま
す
。
番
組
で
は
、

視
聴
者
の
こ
こ
ろ
に
残
る
何
気
な

い
風
景
や
、
み
ん
な
に
伝
え
た
い

風
景
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

県
内
で
４
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
撮
影

予
定
で
す
。
皆
さ
ん
の
こ
こ
ろ
に

残
っ
て
い
る
庄
原
市
内
の
風
景
と

エ
ピ
ソ
ー
ド
を
手
紙
に
し
て
送
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。

手
紙
募
集
締
め
切
り

９
月
７
日
㈪
必
着

広
島
県
エ
ピ
ソ
ー
ド
放
送
予
定

10
月
12
日
㈪
～
16
日
㈮

投
稿
方
法

①
は
が
き
・
封
書
で
〒
１
５
０
‐

８
０
０
１
「
こ
こ
ろ
旅
」
係
（
住

所
不
要
）
に
郵
送

②
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
０
３
‐
３
４
６
５
‐

１
３
２
７
に
送
信

③
番
組
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
こ
こ
ろ

旅
で
検
索
）
の
投
稿
フ
ォ
ー
ム
を

利
用

問
い
合
わ
せ

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
７
０
‐
０
６
６
‐
０
６
６

番
組
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://www.
nhk.or.jp/kokorotabi/

手
続
き
・
問
い
合
わ
せ

社
会
福
祉
課
障
害
者
福
祉
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
２
１
０

各
支
所
市
民
生
活
室

８
月
は
「
道
路
ふ
れ
あ
い
月

間
」
で
す

　
「
あ
い
さ
つ
の 

大
き
な
声
が 

ひ
び
く
道
」（
平
成
27
年
度
「
道

路
ふ
れ
あ
い
月
間
」推
進
標
語（
小

学
生
の
部
）
最
優
秀
作
品
）

　

私
た
ち
が
日
頃
何
気
な
く
使
っ

て
い
る
道
路
に
は
、
色
々
な
機
能

が
あ
り
ま
す
。「
道
路
ふ
れ
あ
い

月
間
」
を
契
機
に
、
安
全
で
快
適

な
道
路
環
境
を
保
つ
た
め
、
道
と

生
活
と
の
関
わ
り
、
魅
力
あ
る
地

域
づ
く
り
の
た
め
の
道
路
の
役
割

や
、
正
し
い
利
用
な
ど
に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ　

建
設
課
管
理
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
５
０

パワーパドラー

公園では、８月31日（月）まで「夏まつり2015」を開催しています。いこいの森「カブトムシドーム」
や園内各所の「水遊びコーナー」、ひばの里の「さとやま体験」など、小さなお子さんから大人の
方まで皆さんで楽しめるイベントが盛りだくさんです！！

特
別
障
害
者
手
当
・
障
害
児

福
祉
手
当
の
支
給

●
特
別
障
害
者
手
当

対
象　

身
体
ま
た
は
精
神
に
著
し

く
重
度
の
障
害
が
あ
る
た
め
に
、

日
常
生
活
で
常
時
、
特
別
の
介
護

を
必
要
と
す
る
状
態
に
あ
る
20
歳

以
上
の
人
。（
審
査
あ
り
）

支
給
額　

月
額
２
万
６
６
２
０
円

（
原
爆
介
護
手
当
と
の
支
給
調
整

あ
り
）

※
施
設
へ
入
所
、
ま
た
は
３
カ
月

以
上
入
院
し
た
場
合
は
、
受
給
資

格
を
失
い
ま
す
。（
必
ず
資
格
喪

失
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
）

●
障
害
児
福
祉
手
当

対
象　

身
体
ま
た
は
精
神
に
重
度

の
障
害
が
あ
る
た
め
に
、
日
常
生

活
で
常
時
、
介
護
を
必
要
と
す
る

状
態
に
あ
る
20
歳
未
満
の
人
。（
年

金
受
給
者
は
対
象
外
）

支
給
額　

月
額
１
万
４
４
８
０
円

※
施
設
に
入
所
し
た
場
合
は
、
受

給
資
格
を
失
い
ま
す
。（
必
ず
資
格

喪
失
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
）

●
支
給
月

い
ず
れ
の
手
当
も
２
・
５
・
８
・
11

月
に
前
３
カ
月
分
を
支
給

●
手
続
き
に
必
要
な
も
の　

　

診
断
書
（
指
定
の
用
紙
）、
印
鑑
、

所
得
状
況
届
、
年
金
・
恩
給
受
給

額
の
確
認
書
類
、振
込
先
通
帳
な
ど
。

※
１
日
６
回
開
催
。
体
験
時
間

約
１
時
間
。

と
こ
ろ　

国
兼
池(

湖
畔
レ
ス

ト
ハ
ウ
ス
横)

ひ
ば
の
里　

さ
と
や
ま
体
験

●
竹
の
遊
具
づ
く
り

　

竹
と
ん
ぼ
や
水
鉄
砲
が
作
れ

ま
す
。　

と
き　

～
８
月
16
日
㈰
・
22
日

㈯
・
23
日
㈰
・
29
日
㈯
・
30
日
㈰ 

参
加
費  

１
個
２
０
０
円

定
員　

１
日
30
人

と
こ
ろ

ひ
ば
の
里　

さ
と
や
ま
屋
敷

●
大
流
し
う
ど
ん

　

と
い
を
流
れ
る
う
ど
ん
を
す

く
っ
て
、
食
べ
ら
れ
ま
す
。

と
き　

８
月
15
日
㈯
・
16
日
㈰

参
加
費  

１
食
３
５
０
円

定
員　

１
日
１
０
０
食

と
こ
ろ

ひ
ば
の
里　

さ
と
や
ま
屋
敷　

大流しうどん
水
遊
び
情
報

●
パ
ワ
ー
パ
ド
ラ
ー　

※
有
料

●
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス　

※
無
料

開
催
期
間　

～
８
月
16
日
㈰

利
用
時
間

９
時
30
分
～
17
時
30
分

※
パ
ワ
ー
パ
ド
ラ
ー
は
10
時
開
始

と
こ
ろ　

中
の
広
場

●
ミ
ス
ト
シ
ャ
ワ
ー
の
迷
路「
霧

海
」
※
無
料

開
催
期
間　

～
８
月
31
日
㈪

利
用
時
間

９
時
30
分
～
17
時
30
分

と
こ
ろ　

中
の
広
場

●
大
人
気
！
「
ジ
ャ
ブ
ジ
ャ
ブ

池
」
※
無
料　

開
催
期
間　

～
８
月
31
日
㈪

利
用
時
間

９
時
30
分
～
17
時
30
分

と
こ
ろ　

備
北
オ
ー
ト
ビ
レ
ッ
ジ

※
「
夏
ま
つ
り
」
の
詳
細
は
、
電

話
ま
た
は
公
園
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

て
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

カ
ブ
ト
ム
シ
ド
ー
ム　

   

大
人
気
公
開
中
！

公
開
期
間

８
月
中
旬
頃
ま
で

（
予
定
）

※
カ
ブ
ト
ム
シ
の
発

生
状
況
に
よ
っ
て
、

変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

公
開
時
間　

10
時
～
18
時
（
い

こ
い
の
森
入
園
は
17
時
ま
で
）

と
こ
ろ　

い
こ
い
の
森　

※
最

寄
り
駐
車
場
…
第
７
駐
車
場

３
万
本
の
ヒ
マ
ワ
リ
畑

公
開
期
間

８
月
上
旬
頃
ま
で
（
予
定
）

※
天
候
に
よ
っ
て
、
開
花
時
期

が
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

と
こ
ろ　

み
の
り
の
里
ピ
ク

ニ
ッ
ク
広
場　

※
最
寄
り
駐
車

場
…
第
２
駐
車
場

カ
ナ
デ
ィ
ア
ン
カ
ヌ
ー
体
験

　

国
兼
池
で
カ
ヌ
ー
に
乗
っ
て

み
ま
せ
ん
か
？

と
き　

８
月
13
日
㈭
～
16
日
㈰
、

８
月
23
日
㈰
、
８
月
30
日
㈰

参
加
費

１
艇
（
２
～
３
人
）
２
０
０
０
円

定
員　

各
回
５
艇
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お知らせInformation

しょうばら九日市

毎月９日は、しょうばら九日市
★出店者募集中！あなたのお店を開こう。
★毎月20日が出店申込締め切りです。
★申し込みは楽笑座内九日市事務局
　☎ 0824-72-8285 まで
と   き　９月９日（水）　９時～１３時
ところ　中本町・まちなか広場周辺（のぼりが目印）

詳しくはＨＰで http://kunchi-ichi.jp/information.html

９月

市民ギャラリー 「アート多愛夢」
情報ＢＯＸ （西本町二丁目１番 21 号）

休日診療のご案内

●東城地域

８月・９月の休日診療については、次のとおりです。
●庄原市休日診療センター
　診療日：日曜・祝日・年末年始（12/30 ～ 1/3）
　問診療日　　　☎0824-72-9900 
　　診療日以外　☎0824-73-1155（保健医療課）

広報日記
▶広報しょうばらでは、毎年８月号で平和に関する
記事を掲載しています。「70 周年というくくりで考
えず、常日頃から非核・平和を訴える活動を行って
ほしい」。中沢ミサヨさんの言葉です。広報しょうば
らは、これからも平和を語り継ぐ一助となります。
▶毎年楽しみにしている夏まつり。庄原よいとこ祭
のパレードでは、市役所チームの中に仮装で踊るグ
ループがあります。これまで人気アニメのキャラク
ターやカープ女子に扮して踊っていましたが、今年
のテーマは何になるでしょうか。お楽しみに！

８～９月のイベント情報
▶ゆめさくら講座
○かずら教室　
　①ひな壇型の花台
　と　き　８月21日㈮　９時30分～12時00分
　参加費　3,300円
　定　員　10人
　②糸ノコ工作（果物２個）
　と　き　８月21日㈮　13時30分～15時30分
　参加費　1,300円
　定　員　10人
○草木染め教室
　（広幅布を染めてテーブルセンターをつくる）
　と　き　８月24日㈪
　　　　　①9時～12時　②13時30分～15時30分
　参加費　4,900円
　定　員　①②各12人
▶展示・イベント
○アジアンドリーム展
　と　き　８月16日㈰まで
　ところ　交流ホール
○ゆめさくら　夏まつり
　と　き　８月８日㈯～16日㈰
　※11日㈫は営業します
○ゆめさくら土曜夜市
　と　き　８月８日㈯　18時～21時
　口和エンジェルスのフラダンス
　すけあくろうライブ・常定神楽戸山会上演

市街地の空き店舗を活用した、各種展示ができる市
民ギャラリーです。
ちくちくはうす玉手箱展（着物リメイク）
とき　９月８日㈫～10日㈭　10時～16時
問庄原市文化協会事務局　☎ 0824-72-5453
　商工観光課商工振興係　☎ 0824-73-1178
※展示を希望される団体(または個人)はお申し込みくだ
さい。使用料は要りません。

　献血を次のとおり実施します。
　400ml 献血限定ですので、皆さんのご協力をお願
いします。

実施日 会　場 受付時間

9月4日㈮ 庄原市役所東城支所 10時～11時30分
12時30分～15時

8月13日（木）こぶしの里病院 ☎08477-2-5255
14日（金）日伝医院 ☎08477-2-2180
15日（土）東城病院 ☎08477-2-2150
16日（日）三上クリニック ☎08477-2-1151
23日（日）瀬尾病院 ☎08477-2-0023
30日（日）細川医院 ☎08477-2-0054

9月  6日（日）日伝医院 ☎08477-2-2180
13日（日）三上クリニック ☎08477-2-1151

☎ 0824-75-4411

人の動き （庄原市の人口） 

平成27年６月末現在

♬
ロビーコンサート　  

問生涯学習課 ☎ 0824-73-1188

食育コーナー　  

問保健医療課 ☎ 0824-73-1255

献血のご案内　  

問保健医療課 ☎ 0824-73-1155

[ 住民基本台帳登載人口 ]
人口　３７，８３８人（前年比－７４１人）　
男　　１７，９０８人（前年比－３４７人）　
女　　１９，９３０人（前年比－３９４人）　
世帯数　１５，９１３世帯（前年比－４０世帯）
[ うち外国人 ]　人口　３３９人（前年比＋３６人）

と　き　８月 24 日㈪ 12 時 15 分～ 55 分
ところ　市役所１階市民ホール
出演者　広島ジュニアマリンバアンサンブル（マリンバ演奏）
演奏曲目　「北の国から」「妖怪体操第一」ほか
▶『広島ジュニアマリンバアンサンブル』…浅田三恵子主宰。
1991 年結成。2002 年「ヒロシマ国際平和文化活動推進団体」の
認定を受け、ニューヨーク、香港、ロシア、フランスなど各国で
国際親善活動を実施。2012 年「第 14回広島ユネスコ活動奨励賞」
を受賞。メンバーは小学生から高校生までで年齢や経験年数はさ
まざま。一人一人が体中で音楽を感じ、全身を使って生き生きと
個性豊かに演奏を繰り広げる。

￥
市税・水道料金・下水道使用料
納付は口座振替が便利です

手続きは各金融機関の窓口でお願いします。
残高確認も忘れないでください。
●税務課収納係　　☎０８２４ ‐ ７３ ‐ １１４５
●下水道課管理係　☎０８２４ ‐ ７３ ‐ １１７５
●水道課業務係　　☎０８２４ ‐ ７３ ‐ １１９７

雪の多い地域で春になって雪が消えると、地表に何かが
這ったような２～３センチ幅の溝が、うねったようについて
いることがあります。

雪の下で何かが動いているのです。実はこの溝で行動して
いたのは「ヒミズ」というモグラの仲間だったのです。

一生涯地中で生活し、日（太陽）を見ずに死ぬということ
で「ヒミズ」という名前が付いたと言われています。しかし、
ヒミズは地中にトンネルを掘って住んでいる訳ではありませ
ん。ヒミズの住むところは主に落葉などの下で、地表に体が
隠れる程度の溝を掘り生活しています。そのため、前足はモ
グラ程発達しておらず、目は小さく耳介はありません。長い
鼻先と毛の生えた、こん棒状の尾が特徴です。

ヒミズは溝を行ったり来たりしながら昆虫やミミズ、植物
の種子などを食べて生活しています。また時々外にも出てく
るようで、その時猫に襲われることもあります。

広島県北部ではヒミズのことを「スズカネ」や「ツツカネ」
と呼んでいたようです。方言があるということは、かつては
身近な動物だったと思われますが、今ヒミズを身近に感じて
いる人は少ないのではないでしょうか。

今回で５回のモグラシリーズを掲載してきました。
モグラの仲間は、地表面や落葉の中などにいる「ジネズミ」、

落葉の下で半地下生活をする「ヒミズ」、土の中のトンネル
に暮らす「コウベモグラ、アズマモグラ」、水の中に暮らす「カ
ワネズミ」など、うまく住み分けをして暮らしています。

他の動物や植物などもそれぞれに深く関連して生きている
のです。我々人類もその一部に過ぎません。自然の営みの中
には我々が学ぶことがたくさんあります。

夏ばて予防
　暑い夏は体に無理が生じ、体調を崩しやすい季節です。生活リズ
ムを守り、食生活に気をつけ、暑い夏を元気に乗り切りましょう！
◆夏ばての原因は
　汗は体温を一定に保つのに必要ですが、汗とともにナトリウム、カ
リウム、カルシウムなどのミネラルも一緒に出てしまいます。その結果、
体内のミネラルバランスが崩れ、疲労感が生じる原因になります。
　また、暑くなると消化酵素の働きが低下します。暑いと冷たい飲み
物をとることが多くなり、胃腸が冷えて消化不良を起こしてしまいます。
◆夏ばてを防ぐには
○規則正しい生活を！
・１日３回、規則正しく、よく噛んで食べる。
・夜遅くまで飲食しない。
・充分な睡眠をとる。
・適度な運動をする。
○ビタミンB１をとるようにする！
・うなぎや豚肉、レバーなどに多く含まれる。
・ビタミンＢ１が不足すると、疲労感、脱力感、胃腸の消化・吸収能
力の低下などになる。
○緑黄色野菜をとる！
・夏の緑黄色野菜にはミネラルが多く含まれている。
○水分
・ミネラル不足に注意！
・こまめに水分補給する。
・冷たい飲み物ばかりではなく、温かい飲み物も飲む。

ヒミズ
●モグラシリーズ（５）

比和自然科学博物館   ☎ 0824-85-3005

開館：９時～17時　（年末年始休館）

レシピの
紹介 大根おろしの冷しゃぶサラダ

●材料（４人分）
豚薄切り肉（しゃぶしゃぶ用）…200g
レタス…160g
パプリカ（赤）…1/2 個
きゅうり…100g
　　大根…300g
　　ポン酢…80cc

※１人当たり 147 kcal　塩分 1.8g

作
り
方

①鍋にお湯を沸かし、豚肉を茹で、ザルにあげて冷ましておく。
②レタスは食べやすい大きさに手でちぎる。パプリカはヘタと
種を取り、薄くスライスする。きゅうりはせん切りにする。
③大根をおろして、ポン酢と合わせておく。（Ａ）
④お皿に、レタス・きゅうり・パプリカ・豚肉をのせ③をかける。

Ａ

子どもたちに大人気の
ゲームや、おいしいもの
いっぱいでお待ちして
います！

配偶者や恋人からの暴力・暴言などで悩んでいませんか？

あなたの不安な気持ちをお話しください。
《家族や友人が心配という方もご相談できます。》

庄原市役所児童福祉課あんしん支援係
☎ 0824-73-1243　[月～金　９時～ 17 時（年末年始・祝日除く ]

広島県西部
こども家庭センター

☎ 082-254-0391 月～金 10 時～ 17 時
休日夜間電話相談
☎ 082-254-0399

月～金 17 時～ 20 時
土日祝 10 時～ 17 時

広島県北部
こども家庭センター

☎ 0824-63-5181( 代 )
内線 2313 月～金 10 時～ 17 時
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庄原の食材を扱うお店を応援します！

『庄原市地産地消推進店』に登録しませんか？　市は随時、地産地消推進店を募集しています。
詳しくは、保健医療課健康推進係（☎ 0824-73-1255）まで。

　

駅
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比婆山温泉
熊野湯旅館
●

●

●

314

県民の森
レストラン比婆山

至庄原

至横田

ひろしま県民の森公園  レストラン比婆山
所　西城町油木１５６－１４
☎　０８４２－８４－２０１１
営　11：00 〜14：00、18：00 〜20：30（要予約）
休　なし（スキーシーズンは休みます）
㏋　http://kenmori.jp

取り扱う市内産食材

なぜ、地産地消推進店に登録しようと思った
のですか？
　地元で営業している以上、地元の食材（特
に野菜）を使うのは当然と思っています。地元
の旬の食材を使ったメニューを季節に合わせ
てご用意しています。ご利用の皆さまにご満足
いただきたいと思って頑張っています。
お店の推進店としてのこだわりは？
　手間を惜しまず手作りした料理をご用意して

います。その時期の旬の食材にこだわり、
季節ごとにメニューを変えています。
皆さんへ一言
　目にも鮮やかな新緑・避暑・紅葉狩り、
爽やかなせせらぎと心地よく吹き抜け
る風、私たちはこの自然も料理のひとつ
と思っています。皆さまにご満足いただ
けるようスタッフ一同頑張っています。
ぜひお立ち寄りください。

▲広島牛サーロインステーキ・オニオンソース
「庄原産アスパラとキヌサヤ・コゴミのてんぷ
ら・新鮮野菜のサラダ」

ほぼ毎日朝どり市で地元の食材を仕入れ、新
鮮な旬の食材（特に野菜）を使っています。

〒
727-8501　

広
島

県
庄

原
市

中
本

町
一

丁
目

10番
1号

 ／
 ☎

0824-73-1159
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
  http://w

w
w

.city.shobara.hiroshim
a.jp ／

 印
刷

　
シ

ン
セ

イ
ア

ー
ト

㈱
平

成
27年

８
月

５
日

発
行

編
集

・
発

行
　

庄
原

市
情

報
政

策
課

広
報

し
ょ
う
ば

ら
 ８
月
号
　
2015/August　

№
125

●料理長の宮脇利文さんに聞きました

乗
り
ん
さ
い

芸
備
線

山
ノ
内
駅

山
ノ
内
駅
は
庄
原
市
で
一
番
西
に
位
置
す
る
駅
で
、
こ
の
駅

を
越
え
る
と
間
も
な
く
、列
車
は
三
次
市
へ
と
入
っ
て
い
き
ま
す
。

大
正
13
年
、
当
時
の
芸
備
鉄
道
の
駅
と
し
て
開
業
し
て
以
来
、

90
年
以
上
の
歴
史
を
刻
ん
で
き
ま
し
た
。

駅
前
に
は
商
店
・
雑
貨
屋
も
あ
り
、
立
ち
寄
る
の
に
も
楽
し

い
場
所
に
な
っ
て
い
ま
す
。

▲（平成 26年 10月17日撮影）
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今
年
は
芸
備
線
が
開
業
し
て
１
０
０

周
年
。
広
島
や
三
次
で
は
イ
ベ
ン
ト
も

行
わ
れ
、
新
聞
で
も
芸
備
線
の
文
字
を

目
に
す
る
こ
と
が
多
い
で
す
が
、「
庄

原
も
芸
備
線
が
通
っ
て
い
る
の
に
話
題

が
少
な
い
な
あ
」
と
少
し
寂
し
く
感
じ

て
い
ま
す
。

　

先
日
、ふ
と
し
た
こ
と
で
、昨
年
撮
っ

た
こ
の
写
真
の
こ
と
を
思
い
出
し
ま
し

た
。

　

山
内
に
用
事
が
あ
り
山
ノ
内
駅
の
近

く
を
通
っ
た
の
で
、
駅
に
立
ち
寄
り
写

真
を
撮
っ
て
み
ま
し
た
。
今
な
ら
夏
草

の
緑
が
映
え
る
写
真
が
撮
れ
る
で
し
ょ

う
か
。
今
度
は
時
刻
表
を
見
て
、
列
車

の
来
る
時
間
に
合
わ
せ
て
行
っ
て
み
よ

う
と
思
い
ま
す
。
夏
休
み
の
家
族
行
事

に
、
子
ど
も
を
連
れ
て
乗
っ
て
み
る
の

も
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

田
中　

健
一
（
上
原
町
）

応
募
方
法

　

庄
原
市
内
の
鉄
道
路
線
に
思
わ
ず
乗
っ
て

み
た
く
な
る
乗
車
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
ス
ポ
ッ
ト

情
報
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
写
真
と
説
明
文

（
１
０
０
文
字
程
度
）
乗
車
体
験
記
（
２
０
０

字
程
度
）
を
郵
送
ま
た
は
メ
ー
ル
で
お
送
り

く
だ
さ
い
。

応
募
先

〒
７
２
７
‐
８
５
０
１

庄
原
市
中
本
町
一
丁
目
10
番
１
号

庄
原
市
情
報
政
策
課
広
報
広
聴
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
５
９

メ
ー
ルkoho@

city.shobara.lg.jp


